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T o s hi n  Ti m e s 　 毎 月  1   日 発 行  第  3 7   巻 第  1 0   号 通 巻  4 0 4   号  （ 2 0 2 4   年  1   月  1   日 発 行 ） 平 成  1 3   年  1 0   月  2 9   日 　 第 三 種 郵 便 物 承 認  定 価  1 5 0   円

<   デ ー タ に つ い て   >
2 0 2 3   年 　 東 進 タ イ ム ズ 編 集 部 実 施 ア ン ケ ー ト
東 京 大 学 、 京 都 大 学 、 北 海 道 大 学 、 東 北 大 学 、 名 古 屋 大 学 、 大 阪 大 学 、 九 州 大 学 、 東 京
工 業 大 学 、 一 橋 大 学 、 神 戸 大 学 、 早 稲 田 大 学 、 慶 應 義 塾 大 学 、 上 智 大 学 、 東 京 理 科 大
学 、 明 治 大 学 、 青 山 学 院 大 学 、 立 教 大 学 、 法 政 大 学 、 中 央 大 学 、 関 西 学 院 大 学 、 関 西 大
学 、 同 志 社 大 学 、 立 命 館 大 学 、 以 上 の 大 学 現 役 合 格 者 の 回 答 を 集 計

共 通 テ ス ト で 得 点 す る た め に
改   善   す   べ   き こ と は   何   で   す   か ？

共   通   テ   ス ト を   受   験  し   て
も っ と   対   策   が   必   要   だ っ た   と
思 っ た   科   目   は   何   で   す   か ？

資 料   1

　
大 学 入 学 共 通 テ ス   ト ま で ２ 週 間 を 切   っ

た 。   今 号 の 東 進 タ イ ム ズ で は 、   入 試 本 番ま で に や る   べ   き こ と 、   そ し て 共 通 テ   ス   ト 本番 で 実 力 を 最 大 限 に 発 揮 す る た め に 最 後に や   っ   て お き た   い   こ と を 独 自 の 調 査 で 明 らか   に   し た の   で 紹 介 し よ う 。

〔 関 連 記 事

P
・   ２ 〜 ３ 〕

　
国 公 立 大 学 現 役 合 格 者

の 最 後 の 一 カ 月 の 伸 び を前 号 で 見 た と こ ろ 、 全 体の

5 9・ ４ ％ が 、 １ 日 １ 点

以 上 伸 ば し て い た 。 伸 びし ろ の あ る 「 課 題 科 目 ・分 野 」 や 選 択 科 目 は 直 前で も ま だ ま だ 得 点 を 伸 ばせ る 。　
本 紙 発 行 日 の １ 月 １ 日

か ら 共 通 テ ス ト 本 番 ま であ と

1 2日 。 時 間 は 限 ら れ

　
資 料 １ は 、 本 紙 編 集 部

実 施 の ア ン ケ ー ト で 、 昨年 に 難 関 大 を 現 役 合 格 した 高 校 生 に 「 共 通 テ ス トで 得 点 す る た め に 改 善 すべ き こ と は 何 か 」 を 調 査し た 結 果 で あ る 。　
最 も 多 か っ た 回 答 は

「 解 く ス ピ ー ド を 上 げ る 」が

5 0・ ３ ％ 、 続 い て 「 問

題 演 習 量 を 増 や す 」

4 3・

６ ％ 、   「 知 識 量 を 増 や す 」
3 2・ ５ ％ で あ っ た 。 解 く

ス ピ ー ド を 上 げ る と い う回 答 が 多 数 な の は 昨 年 から 変 化 が な い 。 問 題 文 が長 い 共 通 テ ス ト に つ い て 、試 験 時 間 を ど う 配 分 す るか 、 直 前 ま で 演 習 を 重 ねて い こ う 。 ま た 、 知 識 量

て い る が 、 取 り 組 み 方 次第 で 、

1 0点

2 0点 は 伸 び る

可 能 性 が 残 さ れ て い る 。直 前 期 に 集 中 力 を 持 っ て本 気 で 取 り 組 ん で 目 標 点を 突 破 し よ う 。　
今 か ら 学 力 を さ ら に 伸

ば し 、 本 番 で 最 大 限 に 力を 発 揮 す る た め に は 、い っ た い 何 に 気 を つ け るべ き な の か を 見 て い こ う 。

【 現 役 生 】   入 試 本 番 ま でま だ ま だ 伸 び る ！

に つ い て の 回 答 が 昨 年 より 二 つ 順 位 を 上 げ て い る 。共 通 テ ス ト と い え ど 、 基本 的 な 知 識 が 必 須 な の は変 わ り な い 。 知 識 の 抜 け漏 れ が な い か 、 今 一 度 確認 し て 本 番 に 臨 も う 。　
次 に 、 資 料 ２ を 見 て ほ

し い 。 こ れ は 、   「 共 通 テ スト を 受 験 し て も っ と 対 策が 必 要 だ っ た と 思 っ た 科目 は 何 か 」 を 質 問 し た 結果 で あ る 。　
調 査 結 果 は 、 英 語 リ ー

デ ィ ン グ が

2 1・ ６ ％ と

ト ッ プ の 回 答 。 全 問 読 解問 題 の た め 必 要 な 情 報 を素 早 く 読 み 取 る ト レ ー ニン グ が 欠 か せ な い 。 次 いで 古 文 が

1 0・ ５ ％ 。 国 語

の 読 解 順 番 な ど を あ ら かじ め 決 め て お き 、 落 ち 着い て 取 り 組 み た い 。 古 典知 識 の 確 認 も 怠 ら な い よう に 。 ３ 番 目 は 同 率 ９ ・９ ％ で 数 学 Ⅰ ・

A
と 現 代

文 だ っ た 。 英 数 国 の 主 要科 目 が 上 位 を 占 め て い るの が 特 徴 的 だ 。　
入 試 本 番 で 自 分 の 持 て

る 力 を 十 分 に 発 揮 す る ため に は 、 解 け る 問 題 を 時間 内 に 確 実 に 解 答 す る こと が 重 要 と な る 。 直 前 期と な る 今 か ら の 学 習 は 、こ れ ま で に 受 験 し た 模 試や 過 去 問 を 見 直 す な ど 、時 間 配 分 と 優 先 順 位 づ けを 意 識 し て 取 り 組 も う 。　
P
・ ２ で は 科 目 ご と の

具 体 的 な 時 間 配 分 を 紹 介し て い る の で 、 共 通 テ スト に 向 け て ぜ ひ 参 考 に して ほ し い 。

共 通 テ ス ト は「 解 答 ス ピ ー ド 」   に 注 意

資 料   2
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言 葉 の 贈 り 物

先 輩 か ら の 激 励 メ ッ セ ー ジ    0 9

憧 れ の 職 業 を 追 え ！   自 動 車 業 界

マ ツ ダ 株 式 会 社    1 2

サ   イ エ ン   ス セ ミ ナ   ー

京 都 大 学  准 教 授 山 下  真 由 子 先 生    1 5

共 通 テ ス ト 本 番 で
実 力 を 発 揮 す る た め の ２ 大 原 則    0 2

学 習 ア ド バ イ ス
［ 英 語 ／ 数 学 ／ 現 代 文 ／ 化 学 ／ 世 界 史 ］    0 4

C o nt e nt s

東 進 の 抜 群 の 現 役 合 格 実 績 は 東 進 ド ッ ト コ ム へ 。

夢 は 大 き く 、

　

 目 標 は 高 く 。



〒 1 2 0- 8 5 5 1 　 東 京 都 足 立 区 千 住 旭 町  5   番     T E L  0 3- 5 2 8 4- 5 1 5 1 （ 入 試 セ ン タ ー ）

詳 細 な 入 試 情 報 は こ ち ら
東 京 千 住 キ ャ ン パ ス ： シ ス テ ム デ ザ イ ン 工 学 部 /   未 来 科 学 部 /   工 学 部 /   工 学 部 第 二 部

埼 玉 鳩 山 キ ャ ン パ ス ： 理 工 学 部

あ な た の 強 み を 、 電 大 の 入 学 者 選 抜 で 活 か せ ま す 。

英 検 な ど の 英 語 外 部 試 験 で 一 定 の 基 準 を 満 た せ ば 英 語 の 試 験 科 目 を 免 除１
｢ 基 本 情 報 技 術 者 試 験 ｣ ま た は ｢ 応 用 情 報 技 術 者 試 験 ｣ の 合 格 を 条 件 に 理 科 ま た は 国 語 の 試 験 科 目 を 免 除2

数 学 満 点 選 抜 方 式 ： 数 学 １ 科 目 が 1 0 0 点 満 点 で あ れ ば 合 格 ！3
一 般 選 抜 （ 前 期 ） で は  5   日 間 の 中 か ら 自 由 に 試 験 日 を 選 択 ！ 1   日 に 最 大  4   学 科 ・ 学 系 ま で 併 願 可 能4

一 般 選 抜 （ 前 期 ） の 成 績 優 秀 者 に は 、 最 大 1 4 0 万 円 の 奨 学 金 を 給 付 （ 3 5 万 円 / 年 × 最 長   4   年 間 ）5
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全 問 読 解 で も

後 半 に 時 間 を 確 保 ！

現 代 文 に

時 間 を 充 て る こ と は 変 わ ら ず ！
数 学 Ⅰ ・ A は 試 験 時 間 が ７ ０ 分 。

配 分 に 注 意 ！
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3 9 . 03 9 . 0
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で き る 問 題 か ら 解 き

 

「 得 点 の 最 大 化 」   を ！　
ま ず は ① 試 験 問 題 全 体

に 目 を 通 す 、   次 に ② 解 けそ う な 問 題 と 難 し そ う な問 題 に 分 け る 、   そ し て ③見 直 し 時 間 も 含 め た 全 体の 時 間 配 分 を 考 え る 。　
実 際 に 問 題 に 取 り 組 む

際 は 、   得 意 な 問 題 、   自 信 のあ る 問 題 か ら 解 い て 、   難し い 問 題 を 飛 ば す こ と も大 事 。   無 理 に 満 点 を 狙 うよ り も 、   ま ず は で き る 問題 を 確 実 に 解 き 、   「 得 点 の最 大 化 」   に 目 を 向 け た 作戦 を 立 て て 試 験 に 取 り 組も う 。　
そ し て 最 終 的 に は 必 ず

全 問 マ ー ク す る こ と も 忘れ ず に 。

「 消 去 法 」   を

 

う ま く 活 用 し よ う ！　
消 去 法 は 、   マ ー ク シ ー

ト 形 式 の 共 通 テ ス ト で は極 め て 基 本 的 か つ 有 効 な方 法 。   た だ し 、   最 初 か ら 選択 肢 に 頼 り す ぎ る と 選 択肢 に ひ っ ぱ ら れ て し ま うこ と も あ る 。   答 え の 予 測を 立 て た う え で 解 答 す るな ど 、   自 分 な り に 工 夫 し

て 活 用 し よ う 。「 不 安 な 知 識 問 題 」   は

 

あ と で 見 直 す ！　
覚 え て い る か ど う か を

問 う 知 識 問 題 に 時 間 を かけ 過 ぎ な い よ う に し よ う 。答 え が す ぐ に 出 な け れ ば 、ま ず は 直 感 で マ ー ク を し 、解 答 に 印 を つ け 、   後 で 見直 そ う 。

　
次 に 、   マ ー ク ミ ス に つ

い て 紹 介 す る 。   資 料 ２ によ る と 難 関 大 に 現 役 合 格し た 生 徒 で も   「 マ ー ク ミス を し た こ と が あ る 」   と答 え た 割 合 は

6 1・ ０ ％ と

約 ６ 割 で あ っ た 。　
ま た 、   「 共 通 テ ス ト 本 番

レ ベ ル 模 試 」   等 の 自 己 採点 と 実 際 の 得 点 が 一 致 しな い 経 験 が あ る 受 験 生 がほ と ん ど で は な い だ ろ うか 。   得 点 が 一 致 し な い 大き な 理 由 は マ ー ク ミ ス であ る 。   つ ま り 、   マ ー ク ミ スは 自 分 が 思 っ て い る 以 上に 多 い と 考 え て ほ し い 。　
特 に 国 公 立 大 学 を 志 望

す る 受 験 生 は 、   共 通 テ ス

ト の 自 己 採 点 を も と に 出願 す る 大 学 を 決 定 し な けれ ば な ら な い の で 要 注 意だ 。　
こ の 時 期 、   何 よ り も 怖

い の は   〝 油 断

” で あ る 。   改

め て 受 験 に 臨 む 姿 勢 を 正し 、   マ ー ク ミ ス な ど の ケア レ ス ミ ス を 徹 底 的 に なく す よ う 対 策 を し て お こう 。　
東 進 の   「 最 終

 

1 ２月

 

共

通 テ ス ト 本 番 レ ベ ル 模試 」   の 結 果 を 、   自 己 採 点 の

結 果 と 比 較 し て 、   マ ー クミ ス が な か っ た か を 必 ず確 認 し て 本 番 に 備 え た い 。　
最 後 に 、   た と え 共 通 テ

ス ト 直 前 で あ っ て も 国 公立 二 次 ・ 私 大 対 策 を 一 切止 め て し ま わ な い よ う にし よ う 。   こ の 時 期 の 共 通テ ス ト 対 策 と 国 公 立 二次 ・ 私 大 対 策 の 学 習 量 のバ ラ ン ス は 、   ８ 対 ２ が 理想 だ 。   特 に 心 配 な 科 目 は日  々 触 れ る よ う に す る など 、   工 夫 し よ う 。

共 通 テ ス ト で の 主 要 ３ 教 科 別 時 間 配 分 の 目 安

マ   ー ク ミ ス  を し た
こ  と  が   あ  り  ま  す   か ？

資   料 １

資 料  2

直 感 で も 解 答 欄 に マ ー ク す る

　 あ と で 解 こ う と 思 い 、 解 答 欄 を 飛 ば す と 、

そ こ に 次 の 問 題 の 答 え を 塗 っ て し ま い 、 一

段 ず つ ず れ る 原 因 と な っ て し ま う こ と が あ

る 。 直 感 で 正 解 だ と 思 う 答 え を 塗 り 、 問 題

に 印 を つ け て お こ う 。

名 前 と 受 験 番 号 は 必 ず 確 認 を !

　 名 前 と 受 験 番 号 は 必 ず 最 低 ３ 回 は 確 認 す

る こ と 。 ま た 、 問 題 冊 子 に 自 分 が 選 ん だ 解

答 を 必 ず 書 き 写 し て お く よ う に し よ う 。

　 消 去 法 の × や △ な ど の 印 も 残 し て お く と 、

後 で 自 己 採 点 を す る 際 に ど の よ う な 解 答 プ

ロ セ ス を 経 た か が わ か り 復 習 の 役 に 立 つ 。

ミ ス 撲 滅 の コ ツ

余 っ た 解 答 時 間 で
ズ レ が な い か
３ 周   は   確   認 ！

数 学 は 大 問 ご と に
解 き 切 っ て か ら
マ   ー  ク ！

選 ん だ 答 え が ひ と 目 で
わ か る よ う に 選 択 肢 に
○ と × を ハ ッ キ リ 書 く ！

東 進   O B ・ O G に 聞 く ！ ！

共 通 テ ス ト 本 番 ま で に時 間 配 分 を 最 終 確 認 ！
1

原 則

マ ー ク ミ ス   ・自 己 採 点 ミ ス を 撲 滅 せ よ ！
2

原 則

吉 田  晃 輝 く ん
東 京 大 学  理 科 一 類 　
福 岡 県 立  明 善 高 校 卒

佐 藤  里 咲 さ ん
千 葉 大 学  医 学 部  医 学 科
東 京 都  私 立  晃 華 学 園 高 校 卒

森 田  壮 真 く ん
一 橋 大 学  社 会 学 部
東 京 都  国 立  東 京 学 芸 大 学 附 属 高 校 卒

解 答 を 塗 る と き に
番   号   を   照  ら し
合   わ   せ る こ と  が
一 番 の ミ ス 防 止 策 ！
筒 井  日 菜 子 さ ん
中 央 大 学  文 学 部 　
東 京 都  私 立  聖 心 女 子 学 院 高 等 科 卒

22 大 原 則大 原 則
直 前
チ ェ ッ ク

共 通 テ ス ト

本 番 で 実 力 を

発 揮 す る た め の

　 共 通 テ ス ト 直 前 の こ の 時 期 は 、 こ れ ま で の 努 力 を

確 実 に 得 点 に 結 び つ け る た め の 仕 上 げ が 重 要 だ 。 こ

こ で は 、 本 番 で 実 力 を 十 分 発 揮 す る た め に 、 試 験 直

前 に 実 践 し た い ポ イ ン ト を ま と め た 。 こ の 記 事 を 参 考

に し て 、 最 後 の 最 後 ま で 全 力 を 尽 く し て ほ し い 。

優 先 順 位 を つ け る

　 本 番 で ど の 問 題 か ら 解 く か 、

ど の 問 題 に ど れ く ら い 時 間 を か

け る の か を 決 め る 。 見 直 し 時 間

を 最 低 で も ５ 分 は 入 れ た 時 間 配

分 を 行 う （ 資 料 １ 参 照 ） 。

８ 割 の 時 間 で 演 習 を 積 む

　 ど ん な 問 題 で も 柔 軟 に 対 応 で

き る よ う 、 設 問 ご と に 設 定 時 間

の ８ 割 （ 例 え ば 2 0 分 で 解 く 問 題

は 1 6 分 ） で 解 く 訓 練 を 過 去 問 や

試 行 調 査 、 東 進 模 試 な ど で 繰 り

返 し て お こ う 。

時 間 配 分 の コ ツ

ーマ ク ミ ス 撲 滅 の ヒ ン ト



東 京 メ ト ロ 丸 ノ 内 線  茗 荷 谷 駅 下 車  徒 歩   3   分

東 京 メ ト ロ 有 楽 町 線  護 国 寺 駅 下 車  徒 歩   1 2   分

池 袋 駅 か ら   5   分 、 東 京 駅 か ら   1 0   分

※ 全 国 統 一 選 抜 は 全 国   2 0   会 場 で 実 施

試 験 会 場 は

抜 群 の ア ク セ ス の

文 京 キ ャ ン パ ス

拓 殖 大 学 の グ ロ ー バ ル な 日 常
国 際 教 育 の パ イ オ ニ ア

P OI N T １

P OI N T 2

P OI N T 3

1, 0 0 0   名 を 超 え る 留 学 生 と
共 に 学 び 、 成 長 す る

2 0 2 3   年   3   月  卒 業 生 の 主 な 就 職 先 一 部 抜 粋 ・ 順 不 同
第 一 生 命 保 険 、 日 本 生 命 保 険 、 イ オ ン リ テ ー ル 、 丸 紅 フ ォ レ ス ト リ ン ク ス 、 三 菱 電 機 住 環 境 シ ス テ ム ズ 、 東 京 ガ ス ネ ッ ト ワ ー ク 、

A N A   シ ス テ ム ズ 、 TI S   シ ス テ ム サ ー ビ ス 、 A N A   エ ア サ ポ ー ト サ ー ビ ス 、 船 井 総 合 研 究 所 、 リ ク ル ー ト 、 警 視 庁 、 特 許 庁 、

東 京 税 関 、 東 京 都 庁 、 大 和 ハ ウ ス 工 業 、 新 日 本 建 設 、 伊 藤 園 、 N E C   プ ラ ッ ト フ ォ ー ム ズ 、 N T T   デ ー タ ・ フ ァ イ ナ ン シ ャ ル テ

ク ノ ロ ジ ー 、 ソ ニ ー 損 害 保 険 、 星 野 リ ゾ ー ト 、 J A L   ス カ イ 、 J R   東 日 本 、 広 済 堂 ホ ー ル デ ィ ン グ ス 、 東 京 エ レ ク ト ロ ン デ バ イ ス 、

三 井 ホ ー ム 、 A G C   グ ラ ス プ ロ ダ ク ツ 、 ク ボ タ 、 栗 田 工 業 、 ジ ャ ノ メ 、 タ カ ラ ス タ ン ダ ー ド 、 日 本 無 線 、 安 川 電 機 、 ト ヨ タ 自 動 車 、

三 菱 自 動 車 工 業 、 紀 伊 國 屋 書 店 、 N T T   東 日 本 、 綜 合 警 備 保 障 、 三 菱 電 機 ラ イ フ サ ー ビ ス 、 自 衛 隊 （ 陸 、 空 ／ 一 般 幹 部 候 補

生 ） 、 東 京 電 力 ホ ー ル デ ィ ン グ ス 、 味 の 素 エ ン ジ ニ ア リ ン グ 、 N T T   フ ァ シ リ テ ィ ー ズ 、 J F E   テ ク ノ ス 、 日 立   A st e m o 、 荏 原 製

作 所 、 ク ボ タ 空 調 、 日 立 製 作 所 、 富 士 通 、 マ ツ ダ 、 日 立 ソ リ ュ ー シ ョ ン ズ 、 N T T   ア ド バ ン ス テ ク ノ ロ ジ 、 国 土 交 通 省
〒 1 1 2- 8 5 8 5  東 京 都 文 京 区 小 日 向  3- 4- 1 4   入 学 課

T E L  0 3- 3 9 4 7- 7 1 5 9   F A X  0 3- 3 9 4 7- 7 2 3 4      U R L   htt p s:// w w w.t a k u s h o k u- u. a c.j p

受 験 生 サ イ ト

1 5   の 言 語 か ら 選 べ る 語 学 教 育
世 界 の 約 ８ 割 の 国 ・ 地 域 を カ バ ー

海 外 体 験 は 大 学 の 伝 統
世 界 に 広 が る ネ ッ ト ワ ー ク
海 外 の 交 流 ・ 提 携 校 　 2 1   ヵ 国 ・ 地 域 、4 9   大 学 ・ 語 学 学 校

2 0 2 4   年 度 入 試 　 ニ ュ ー ス ト ピ ッ ク ス

❶ 当 日 英 語 科 目 を 受 験 し て も   O K ！   得 点 の 高 い 方 が 採 用 さ れ る

❷ 英 検 で は 新 た に 「 7 0   点 換 算 」 と 「 9 0   点 換 算 」 を 追 加

❸ 英 語 以 外 の 教 科 対 策 に 注 力 で き る

取 得 ス コ ア

み な し 得 点

（ 1 0 0   点 満 点 の 場 合 ）

実 用 英 語 技 能 検 定 （ 英 検 ）

一 般 選 抜

安 心 の 入 学 検 定 料 定 額 制
〈 従 来 〉 〈 2 0 2 4   年 度 入 試 〉

入 学 検 定 料 入 学 検 定 料

い く つ 出 願 し て も …

3 5, 0 0 0 円 の 定 額 制

3 9, 0 0 0 円

4 6, 0 0 0 円

5 3, 0 0 0 円

以 降 1 出 願 増 え る こ と に 7, 0 0 0 円

3 2, 0 0 0 円

出 願 数

1 出 願

2 出 願

3 出 願

4 出 願

5 出 願

※ 詳 細 は 本 学   H P   ま た は 入 学 試 験 要 項 を ご 確 認 く だ さ い 。

「 英 語 外 部 試 験 ス コ ア 利 用 」 が 拡 充 ！
一 般 選 抜 ・ 共 通 テ ス ト 利 用 選 抜 　 ど ち ら も 対 象

1 7 2 8   ～

（ 準   2   級 合 格 相 当 ）

▼

N E W

7 0   点

1 9 8 0   ～

（ 2   級 合 格 相 当 ）

▼

8 0   点

2 1 5 0   ～

（ 2   級   A   合 格 相 当 ）

▼

N E W

9 0   点

2 3 0 4   ～

（ 準   1   級 合 格 相 当 ）

▼

1 0 0   点

大 学 入 学 共 通 テ ス ト 利 用 選 抜
● ２ 教 科 型 ・ ３ 教 科 型 ・ ４ 教 科 型 か ら 選 べ る

● い く つ 学 科 併 願 し て も 「 入 学 検 定 料 1 0, 0 0 0 円 」

　 の 定 額 制

● ４ 教 科 型 は 、 入 学 手 続 き が 国 公 立 の 合 格 発 表 後

● 英 語 外 部 試 験 利 用 で 英 語 科 目 が 断 然 有 利 に ！

指 定 の 資 格 を 取 得 し て い れ ば 、 過 去 の

平 均 点 を 大 き く 超 え る 7 0   点 以 上 を 保 証 。

合 格 の 可 能 性 が ぐ ん と 高 ま り ま す 。
英 検

準 2 級

7 0   点 換 算

6 2. 3 5   点

5 3. 8 1   点

8 0   点 換 算

2 0 2 3
共 通 テ ス ト 平 均 点

英 検
2 級

R L

【   共   通   テ   ス ト   直   前   ま   で   こ  れ   で   確 認 ！ 】 地   理   の   ま と め ノ ー ト

【 共 通 テ ス ト 直 前 ま で こ れ で 確 認 】 日 本 史 の 資 料 集

0 3 T O S HI N  TI M E S  2 0 2 4

高  １ ・ 高  ２ か  ら  意  識  し  て  ほ  し  い ！

高  １ ・ 高  ２ か  ら  意  識  し  て  ほ  し  い ！
千 葉 大 学  教 育 学 部千 葉 大 学  教 育 学 部

今今
い まい ま

枝枝
え だえ だ

  華華
かか

萌萌
ほほ

さ んさ ん

千 葉 県 立  柏 高 校 卒千 葉 県 立  柏 高 校 卒

◉ 英 語  B   組 ・ 実 力 ア ッ プ 教 室    今 井  宏先 生

◉ 大 学 入 学 共 通 テ ス ト 対 策  数 学 Ⅱ ・B     実   力
完 成     志 田  晶先 生 ※ 2 0 2 4   年 度 は 数 学  C を 加 え て 新 規 開 講

◉ ス タ ン ダ ー ド 日 本 史  B    金 谷  俊 一 郎先 生

活 用 し た 主 な 講 座

東 京 大 学  理 科 一 類東 京 大 学  理 科 一 類

平平
ひ らひ ら

井井
いい

  陸陸
り くり く

く んく ん

埼 玉 県 立  大 宮 高 校 卒埼 玉 県 立  大 宮 高 校 卒

◉ 東   大 リ ス ニ ン グ     武 藤  一 也先 生

◉ 東 大 対 策 数 学 ［ Ⅰ・ A ／ Ⅱ ・B ］ － 論 理 編 －   

 長 岡  恭 史 先 生

◉ 東 大 対 策 国 語  林  修 先 生 /   栗 原  隆 先 生 /

　 三 羽  邦 美 先 生

活 用 し た 主 な 講 座

　 試 験 本 番 は 誰 し も 緊 張 が 高 ま る も の 。 そ の な か で も 、 や

る べ き こ と を し っ か り 見 極 め 、 難 関 大 に 現 役 合 格 し た 先 輩

た ち は 何 が ポ イ ン ト だ っ た の か 。 今 回 紹 介 す る 合 格 体 験

記 を 参 考 に 、 直 前 期 の 学 習 に 生 か し て ほ し い 。

　
入 試 本 番 の 直 前 対 策 と

し て 主 に 取 り 組 ん だ の は 、過 去 問 演 習 と 学 校 で 配 られ た 問 題 集 に よ る 最 終 確認 で し た 。   一 方 で 、

1 2月 の

模 試 で 点 数 が 下 が っ て しま っ た 国 語 や ま だ 詰 め きれ て い な か っ た 地 理 の イン プ ッ ト と い っ た 課 題 も残 っ て い た の で 、   そ れ らの 強 化 に も 時 間 を 割 き まし た 。

　
国 語 は 東 進 の 担 任 助 手

の 先 生 の ア ド バ イ ス も あり 、   現 代 文 に 比 べ る と 得点 を 安 定 化 し や す い 古 文と 漢 文 に 照 準 を 絞 っ て 補強 を 開 始 し ま し た 。   古 文は 単 語 な ど の イ ン プ ッ トの ほ か 、   ど こ で 時 間 を 使い す ぎ て い る の か 、   ど こで 読 み 間 違 え た の か とい っ た 分 析 を 復 習 時 に行 っ て 実 戦 力 を 身 に つ けま し た 。　
苦 手 意 識 の あ っ た 地 理

は 一 定 レ ベ ル 以 上 の 問 題に な る と 対 応 で き な く なる こ と が わ か っ て い た ので 、   正 月 中 に 問 題 集 約 ３０ ０ 問 を ２ 日 間 で ひ と とお り 解 き 、   次 の

1 0日 間 で

知 識 の 穴 を 徹 底 的 に 埋 めて い き ま し た 。   試 験 本 番の 地 理 で 自 己 ベ ス ト を 更新 で き た の は 、   こ の 最 終点 検 の 成 果 だ と 思 っ て いま す 。

地 理 の 徹 底 暗 記 対 策 で

　

自 己 ベ   ス ト 更 新 ！

「 ア ウ ト   ・   イ ン   ・   ア ウ ト 」   で日 本 史 の 得 点 倍 増 ！

ト プ ッ ト し 、   知 識 の 抜 けは 資 料 集 で 再 イ ン プ ッ ト 、次 に 問 題 集 へ の ア ウ トプ ッ ト で 力 試 し と い う サイ ク ル で 進 め ま し た 。   問題 の 中 で 出 て き た 新 し い知 識 は 資 料 集 に 書 き 加 え 、寝 る 前 に こ れ を 見 返 し まし た 。   本 番 前 夜 に は お 守り 代 わ り に 資 料 集 を 枕 に敷 い て 寝 ま し た （ 笑 ）   。　
数 学 は 良 く て も

6 0点 、

日 本 史 は ８ 月 に

3 0点 台 を

記 録 す る 有 様 で し た が 、本 番 直 前 の 対 策 が 実 り 、共 通 テ ス ト で は 数 学

II・

Bと 日 本 史 を そ れ ぞ れ ７
割 台 ま で 底 上 げ す る こ とが で き ま し た 。

　
数 学 の 演 習 量 と 日 本 史

の イ ン プ ッ ト 量 の 不 足 。こ の 二 つ が 課 題 と し て残 っ て い た た め 、   こ の 時期 は 総 仕 上 げ と し て こ れら の 対 策 に 力 を 注 ぎ ま した 。　
数 学 は さ ま ざ ま な 問 題

に 対 す る 解 き 方 が 確 立 でき て い な け れ ば 、   そ の 先の 応 用 は お ぼ つ か な い と考 え 、   新 し い 問 題 に は 一切 手 を 出 さ ず に 、   過 去 に受 講 し た 講 座 の 問 題 や 模試 の 問 題 を 解 け る ま で 何度 も 繰 り 返 し 、   解 法 の パタ ー ン を 蓄 積 し て い き まし た 。　
日 本 史 は 過 去 問 で ア ウ

東 進
O B

1

2

3

答 え ら れ な か っ た 問 題 に 必 要 な

知 識 な ど を 一 冊 に ま と め ま し た 。

活   用   方   法  と ポ  イ ン ト

1

2

3

文 字 の 説 明 を 図 式 や フ ロ ー

チ ャ ー ト 化   し て イ メ ー ジ し や   す く し

ま し た 。

資 料 集 の 隅  々 ま で 目 を 通 す  ！  資

料 問 題 を 見 た と き に 思 い 出 し や す

く な り ま す 。

覚 え た 用   語 は マ ー カ ー で 印 を つ

け て 、 覚 え た い 用 語 は グ ル グ ル

丸   印   を   つ   け   て   強   調 ！

活   用   方   法  と ポ  イ ン ト

東 進
O G

志 望 す る 大 学 の 共 通 テ ス ト と 二 次 ・ 私 大 入 試 の 得 点 比 率 な ど の デ ー タ を
早  く か  ら   集   め  る こ と も  大   切   だ  と   思   い  ま  す   。

主   要   科 目 は 学   校 の テ ス ト で 8 0   点 を 目 指 し
て い   た こ と が   早   期   の   基   礎   固 め に つ な が り ま
し た   。

定 期 テ ス ト ２ 週 間 前 か ら 長 時 間 机 に 向
か っ て い た の で 、 勉 強 習 慣 と 体 力 が 早 期
に   身   に   つ  き ま し  た   。

共   通   テ ス ト の   形   式   や   難   易   度 を   あ る 程   度   知 っ て お く こ と で   、 そ の   後 ビ   ジ ョ ン
が   立   て   や   す  く な り ま  す   。

共   通   テ ス ト

本 番 直 前 ！！

▶  今   ま   で   の   や   り   方   を   崩   さ   な   い   こ   と   ！

▶  本 番 の 流 れ を 事 前 に 知 っ て お く こ と  ！   ア ク セ

ス や お 昼 ご 飯 な ど は 入 念 に 調 べ て お き ま し た 。

▶  年 末 に 二 次 試 験 本 番 ま で ２ カ 月 分 の 予 定 を

す べ て 書 い た こ と で 、 共 通 テ ス ト 後 に 気 持 ち

を 切 り 替 え る こ と が で き ま し た 。

入 試 前 後 の 心 得

▶  本 番 前 夜 だ け 早 く 寝 た ら 寝 つ け な か っ た の で 、 生 活 リ ズ

ム   だ   け   は   崩   さ   ず   に   ！

▶  自 信 を 持 つ こ と  ！   私 は 母 に 勉 強 に つ い て 褒 め て も ら っ て 自

信 を つ け て い ま し た （ 笑 ） 。

▶  気 分 転 換 の た め に 「 勉 強 の お 供 セ ッ ト 」 を 作 っ て お く と 良

い と 思 い ま す 。

入 試 前 後 の 心 得

実 力 を 出 す た め の

最 終 点 検最 終 点 検
正 答 の 下 に 自 分 の 誤 答 も 書 き 加

え る こ と で   間   違 え た プ ロ セ ス が   一

目   瞭   然 ！

自 分 の 弱 点 を こ の 一 冊 で 一 望 で

き る の で 、 参 考 書 よ り も 効 率 よ く

イ ン   プ   ッ ト で   き ま  し た   。
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と い う ま で 諦 め な い で くだ さ い 。   入 試 の 合 否 は ト ータ ル で 決 ま る の で 、   た と え一 科 目 が う ま く い か なか っ た と し て も 、   ほ か の 科目 で カ バ ー す る こ と は 十分 可 能 で す

。

　 「 英 語 が で き な い 」   と 悩ん で い る 生 徒 を 分 析 す ると 、   「 語 彙 力 が な い 」   の が圧 倒 的 で す 。   「 高 ３ 生 にな っ た ら … … 」   で は な く 、今 か ら 単 語 を 覚 え て い きま し ょ う 。   語 彙 力 が つ くこ と で 、   成 績 は 確 実 に 伸び ま す 。   具 体 的 に は 、   毎 日決 ま っ た 個 数 の 単 語 を 、ネ イ テ ィ ブ の 音 声 を 聴 いて 音 読 を し な が ら 学 習 して い き ま し ょ う 。　
単 語 と 同 じ く 文 法 の 学

習 も 大 切 で す 。   長 文 読 解や 下 線 部 和 訳 問 題 ま た 英

1 月 の

　
共 通 テ ス ト ま で の ２ 週

間 、   ま ず は 何 を し て 何 をし な い か を 決 め て 、   当 日ま で の 大 ま か な 学 習 ス ケジ ュ ー ル を 立 て て く だ さい 。   共 通 テ ス ト は 思 考 力   ・判 断 力 に 重 き が 置 か れ 、対 話 形 式 を 含 む 比 較 的 長い 文 章 を 読 む 必 要 も あ りま す 。   今 の タ イ ミ ン グ では 、   過 去 問 や 模 試 の 復 習に 時 間 を 割 く の が 有 効 です の で 、   こ の 点 を 意 識 した 学 習 を 心 が け ま し ょ う 。ま た 、   演 習 の 際 の 制 限 時間 は 本 番 の ２ ╱ ３ 程 度 と短 め に 設 定 し て く だ さ い 。ケ ア レ ス ミ ス は 命 取 り ！

 

計 算 力 を と こ と ん 鍛 え てお く こ と も 大 事 で す 。

　
本 番 で は 何 よ り も 時 間

配 分 に 気 を 配 っ て く だ さい 。   最 初 か ら 順 番 に 解 いて い く 必 要 は あ り ま せ ん 。解 け そ う な 問 題 か ら は じめ 、   手 が 止 ま っ た ら 次 、   とい う 感 じ で 解 き 進 め まし ょ う 。   マ ー ク ミ ス に は要 注 意 ！

 

ま と め て マ ー

ク で は な く 、   一 つ ひ と つマ ー ク し て い き ま し ょ う 。　
数 学 が 得 意 な 生 徒 は 完

答 や 満 点 を 狙 い た く な るか も し れ ま せ ん 。   そ う では な く 、   試 験 時 間 内 で でき る だ け 多 く 得 点 す る こと を 目 指 し て く だ さ い 。あ る 程 度 の 得 点 が 見 込 める よ う に な る と 心 が 落 ち着 き 、   頭 も 冴 え て く る もの で す 。　
共 通 テ ス ト 後 は 結 果 が

良 か ろ う と 悪 か ろ う と す

ぐ に 気 持 ち を 切 り 替 え 、私 大 入 試 や 国 公 立 二 次 試験 な ど 次 の 試 験 に 向 け た学 習 を ス タ ー ト す る こ とが 大 事 で す 。　
新 高 ３ 生 は 、   受 験 生 の

意 識 に な っ て い な い の であ れ ば 要 注 意 で す 。   大 学入 試 ま で 正 味 一 年 し か ない こ と を 深 く 自 覚 し て くだ さ い 。   も ち ろ ん 、   高 校 の定 期 テ ス ト は 重 要 で す が 、受 験 生 で す の で 、   定 期 テス ト の 勉 強 と 並 行 し て 大学 入 試 の 勉 強 を し な く ては な り ま せ ん 。　
ス タ ー ト ダ ッ シ ュ は 大

切 で す 。   ス タ ー ト ダ ッシ ュ を 成 功 さ せ る た め には 、   正 し い 学 習 計 画 の 作成 が 必 要 で す 。   ① 期 限 の設 定 ② 無 理 の な い 計 画 ③学 習 の 習 慣 化 を 意 識 し て

く だ さ い 。   ① ～ ③ は す べて 連 動 し ま す 。   欲 張 ら ず 、し か し な が ら 、   確 実 に 実行 す る と い う の が 大 切 です 。高 校 生 活 も

 

数 学 も 楽 し む　
新 高 ２ 生 の 皆 さ ん 、   高

校 生 活 を 楽 し ん で い ま すか 。   高 校 生 活 全 般 を 楽 しむ と と も に 高 校 数 学 も 楽し ん で く だ さ い ね 。   高 １で 学 ぶ 数 学 は 中 学 の 延 長の よ う な 部 分 が 多 か っ たの で す が 、   こ れ か ら の 内容 は そ れ と 一 線 を 画 す 内容 が 多  々 出 て き ま す 。　
特 に 、   数 学

C「 ベ ク ト

ル 」   、   数 学

B「 数 列 」   、   「 統

計 的 な 推 測 」   は 要 注 意 。   これ ま で 以 上 に 学 習 に 比 重を 置 い た 高 校 生 活 を 送 って く だ さ い ね 。

共 通   テ   ス   ト は 時 間 配 分 が 大 切全 体 を 見 通 し た 戦 略 を

時 間 配 分 に は 要 注 意多 く 得 点 で き る 戦 略 を

　
共 通 テ ス ト 直 前 で 確 認

す る こ と は 、   大 問 ご と の時 間 配 分 と 、   解 答 す る 順番 で す 。   試 験 時 間 は

8 0分

で す が 、   実 際 の 試 験 で 時間 が 足 り な か っ た と い う受 験 生 は 多 く い ま す 。   それ ぞ れ の 大 問 を 各 何 分 程度 で 解 答 す る か を 判 断 しま し ょ う 。　
こ れ ま で の 演 習 を 通 じ

て 点 数 を 取 り や す い と 感じ た 問 題 形 式 の 大 問 か ら挑 戦 す る こ と を お ス ス メし ま す 。   最 初 に 苦 手 な 問題 か ら 解 答 し て し ま う と 、慎 重 に 解 答 し よ う と し て 、予 定 し て い た 時 間 配 分 より も オ ー バ ー し て し ま うと い う こ と が よ く あ り ま

す 。   得 意 な 問 題 で し っ かり と 得 点 を 確 保 し て 自 信を 持 つ こ と が で き れ ば 、た と え 苦 手 な 問 題 で あ って も 強 い 気 持 ち で 取 り 組む こ と が で き 、   全 体 と して 良 い 結 果 に つ な が る はず で す 。入 試 の 合 否 は
 

ト ー タ ル で 決 ま る　
試 験 前 日 の 心 構 え と し

て 、   気 持 ち で 負 け な い よ うに 、   受 験 を 楽 し む く ら い 前向 き で い て ほ し い で す 。   君が 難 し い と 感 じ る 問 題 は 、試 験 会 場 の み ん な が 難 しい と 感 じ て い る は ず で す 。私 の 経 験 上 、   「 落 ち 着 い て解 く 」   「 で き る 」   と 自 分 に 言い 聞 か せ 、   暗 示 を か け る のも 有 効 で す 。   試 験 監 督 が
「 解 答 を や め て く だ さ い 」

作 文 問 題 で は や は り 文 法知 識 が 求 め ら れ ま す 。   動詞 ・ 準 動 詞 （ 不 定 詞 、   動名 詞 、   分 詞 ）   ・ 関 係 詞 の ３分 野 は 、   特 に 絶 対 に 逃 げず に 確 立 し て お き た い とこ ろ で す 。将 来 を 考 え

 

「
今
」
動 き 出 す

　
単 語 や 文 法 の 力 を 用 い

て 、   長 文 読 解 に も 取 り 組み ま し ょ う 。   一 文 一 文 を正 確 に 精 読 し て 読 解 力 を養 っ て く だ さ い 。   学 習 には 音 読 が 必 須 で す 。　
高 校 生 活 の 三 年 間 は

あ っ と い う 間 に 終 わ っ てい き ま す 。   勉 強 は も ち ろん 、   部 活 、   友 達 関 係 、   体 育祭 や 文 化 祭 な ど に 全 力 で取 り 組 ん で も ら い た い です 。   真 剣 に 自 分 の 将 来 を考 え る の で あ れ ば 、   「 今 」動 き 出 し て く だ さ い 。   頑張 っ て い き ま し ょ う ！

慎
し ん

 一
か ず

之
ゆ き

先 生

関 西 の 実 力 講 師 が 、 全 国 の 東 進 生 に 「 わ か る 」

感 動 を 伝 授 。

 受 験 を 楽 し む く ら   い

 

 前 向 き に ！

 

 最 後 ま で

 

 や る   べ   き こ と を

 

 や り 遂 げ る

 

入 試 は ト ー タ ル で 合 否 が 決 ま る

も   の   。 前   の   科   目   を   引  き   ず   ら   ず   に

次 に 集 中 す る

学   習   の   ポ   イ  ン ト

注  意

英 語英 語

数 学数 学

東 進 の 人 気 、

実 力 講 師 陣 が

伝 授 す る

い よ い よ 共 通 テ ス ト ！   万 全 の 準 備 で 臨 も う！

今 月 の
テ ー マ

高 ３ 生 共   通   テ   ス ト に   向   け   た   心   得 高 ２ 生 ・ 高 １ 生
意 欲 あ る 中 学 生 受 験 勉 強 本 格 ス タ ー ト ！

◉ 共 通 テ ス ト の そ れ ぞ れ の 大 問

の 時 間 配 分 を 決 め る

◉ 解 答 順 番 は 点 数 を 取 り や す い

と 判 断 し た 大 問 か ら 解 き 、 得

点 を 確 保 す る

高 ３ 生

高 ２ 生 ・ 高 １ 生 ・ 意 欲 あ る 中 学 生

◉ 語 彙 力 ・ 文 法 力 を 鍛 え 、 読 解 に

も 取 り 組 む

高 ２ 生   ・   高 １ 生意 欲

あ る

中 学 生

高 ３ 生

高 ２ 生   ・   高 １ 生意 欲

あ る

中 学 生

高 ３ 生

沖
お き

田
た

 一
か ず

希
き

先 生

短 時 間 で 数 学 力 を 徹 底 的 に 養 成 、 知 識 を 統 一 ・ 体

系   化 す る ！

得 点 が 見 込 め る と 心 が 落 ち 着 き

頭   が   冴   え   る も   の   。 解   け   る   問   題   を

解   い   て い く

◉ 計 算 力 を と こ と ん 鍛 え て お く

◉ 時 間 配 分 を 意 識 し て 、 多 く 得

点 す る こ と を 目 指 す

高 ３ 生

高 ２ 生 ・ 高 １ 生 ・ 意 欲 あ る 中 学 生

◉ 学 習 計 画 を 欲 張 ら ず 、 確 実 に

実 行 す る

学   習   の   ポ   イ  ン ト

注  意

s o と 空 所 の 直 後 の t h at に 注 目 す れ ば s o 〜

t h at   S V   構 文 が 用 い ら れ て い る こ と が 分 か

り ま す 。 ま た 、 t a k e  A f or  gr a nt e d 「 A を 当

然 と 思 う 」 と い う 表 現 が 受 動 態 で 用 い ら れ

て い る と 見 抜 く こ と が で き れ ば 、    ③ が 解 答

と 判 断 で き ま す 。 な お 、t a k e it f or  gr a nt e d 

t h at  S V … の 形 で 「 S が V だ と 言 う こ と を 当

然 の こ と と 思 う 」 の 意 味 に な り 、 問 題 文 の

構 造 に 適 合 し な い の で ④ は 誤 り 。

1. 	   定 型 構 文 を 見 抜 く こ と

2. 	 能 動 態 と 受 動 態 の 識 別 が で き

る こ と

3. 	 正 確 な 文 構 造 を 考 え て 解 答 す

る こ と

C H E C K  P OI N T!

T o d a y  c a r s  a r e  s o  m u c h

(     ) t h at  w e  a s s u m e 

e v e r y o n e  h a s  o n e. 　

① f o r  g r a nt e d

②  g r a nt e d     

③ t a k e n f o r  g r a nt e d    

④ t a k e n it f o r  g r a nt e d

セ ン タ ー 試 験 の 過 去 問 よ り

こ の 問 題 に

注  目 ！ ！

1. 	   2   辺 が 分 か っ て い る 直 角 三 角

形 に は 三 角 比 の 利 用

2. 	  2   辺 と 間 の 角 ま た は   3   辺 が 分

か っ て い る 三 角 形 に は 余 弦 定

理 の 利 用 ！

3. 	 辺 の 比 を 活 用 し て 計 算 の ス

ピ ー ド を あ げ る ！

C H E C K  P OI N T!

2 0 2 2   年 共 通 テ ス ト 追 試 第 1 問［ 2 ］ 改 題

（ 1 ） ∠ Q B  C を 含 む △△ Q B C で 考 え た く な り ま

す が 、 C Q   の 長 さ が 分 か ら な い の で 、 B P で

分 割 し て 考 え る 。 分 割 後 は 三 角 比 と 余 弦 定

理 の 利 用 ！ （ 2 ） フ ェ ン ス と は し ご が 接 す る

状 態 を 考 え る 。 こ の と き よ り も フ ェ ン ス が 低

け れ ば 、 は し ご は フ ェ ン ス に 当 た ら な い 。

（ 1 ） ∠  Q B C   の 大 き さ は お よ そ  （ 選 択 肢 5 3 ，5 6 ，5 9 ，6 3 ，

6 7 ，7 1 ，7 5 ） °  で あ る 。

（ 2 ） 図 の よ う に フ ェ ン ス に 当 た ら ず 、 は し ご の 先 端   A

が 点  P と 接 す る フ ェ ン ス の 高 さ は 最 大 で （ 選 択 肢 7 ，

1 0 ，1 3 ，1 6 ，1 9 ，2 2 ，2 5 ） ｍ で あ る 。

角 正 弦 （ si n ） 余 弦 （ c o s ） 正 接 （t a n ）

1 8 ° 0. 3 0 9 0 0. 9 5 1 1 0. 3 2 4 9

5 3 ° 0. 7 9 8 6 0. 6 0 1 8 1. 3 2 7 0

7 1 ° 0. 9 4 5 5 0. 3 2 5 6 2. 9 0 4 2

図   の   状   態   を   考   え る 。 た   だ し   、 は し ご   車   、

フ ェ ン ス 、 ビ ル は 同 じ 水 平 な 地 面 に あ り 、

点   A, B, C, P, Q   は す べ て 同 一 平 面 に あ り 、

フ ェ ン ス の 厚 み は 考 え な い と す る 。

こ の 問 題 に

注  目 ！ ！
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慎 先 生 の 主 な 担 当 講 座

阪 大 ・ 神 大 入 試 の 確 か な 分 析 に 基 づ い た 勉 強 法
を   伝   授 ！

阪 大 ・ 神 大 英 語

文 法 の 基 本 学 習 は こ れ で 万 全 ！

難 度 別 シ ス テ ム 英 語 　 英 文 法 Ⅳ

文 法 の 基 礎 知 識 を 駆 使 し て 読 解 に チ ャ レ ン ジ ！

新  難 度 別 シ ス テ ム 英 語  総 合 編
（ 長 文 読 解 中 心 ）Ⅰ
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試 験 後 を 想 定 し てや る べ   き こ と 決 め て お く

分 析 眼 を 持   っ   て分 野 ご と に   テ ー   マ   を 整 理 す る

自 分 に 厳 し く演 習 の 質 を 上 げ て い く

試 験 開 始 直 前 の 緊 張 緩 和 に お ス ス メ な の は 「 腹 式 呼

吸 」 で す 。 お 腹 に 手 を 当 て て 、 横 隔 膜 の 上 下 動 を 感 じ

な が ら 行 い ま す 。 鼻 か ら 吸 っ て 、 １ 秒 間 息 を 止 め て 、

口 か ら ゆ っ く り 吐 く 。 呼 吸 を コ ン ト ロ ー ル す る こ と で 、

過 度 な 緊 張 を 程 よ い 緊 張 に 持 っ て い き ま し ょ う ！

私 は 、 好 き な 音 楽 を 聴 い て 緊 張 を ほ ぐ し て い ま し た 。

私 が 受 験 生 の 当 時 、 「 Hi- S T A N D A R D 」 と い う ３ ピ ー

ス バ ン ド に ハ マ っ て お り 、 受 験 会 場 に 向 か う 道 中 や 試

験 の 合 間 の 休 み 時 間 な ど に ガ ン ガ ン 聴 い て ま し た 。 あ

と は 、 手 の ひ ら の ツ ボ を 押 す と い う 方 法 は お 手 軽 な の

で お ス ス メ で す 。

【 試 験 前 日 】
　
明 日 の 支 度 を 万 全 に 済

ま せ た ら な る べ く 早 く 床に 就 く こ と 。   眠 気 を 遠 ざけ る ス マ ホ は 見 な い こ と 。う ま く 寝 つ け な い 時 は スマ ホ で は な く 本 を 読 む こと 。   し か も あ ま り お も しろ く な い 難 し い 本 を 読 むこ と 。   も し 全 く 眠 れ なか っ た ら 、   翌 朝 に 栄 養 ドリ ン ク に 頼 る の も 一 つ の手 で す 。
【 試 験 当 日 】

　
時 間 に 余 裕 を 持 っ て 行

動 す る こ と 。   炭 水 化 物 や果 物 、   チ ョ コ レ ー ト な どで 脳 の 栄 養 と な る ブ ド ウ

　
共 通 テ ス ト は 一 つ ひ と

つ の 問 題 文 が 長 く 、   そ れで い て 問 題 量 も 計 算 量 も多 く な っ て い ま す 。   本 番に 備 え て 事 前 に 時 間 配 分を 想 定 し て お き ま し ょ う 。直 前 期 の 演 習 で は 、   本 来の 制 限 時 間 よ り も 短 め に設 定 し て 、   負 荷 を か け てタ イ ム ア タ ッ ク を す る のも 効 果 的 で す 。　
ま た 、   理 論 ・ 無 機 ・ 有

機 の 分 野 が 融 合 さ れ た 問題 や 見 慣 れ な い 題 材 の 出題 も あ る た め 、   難 易 度 が高 く 感 じ て し ま い が ち です 。   し か し 、   問 題 を よ く よく 分 解 し て み る と 、   実 は

　
共 通 テ ス ト で は 、   「 資 料

読 解 の 力 」   と   「 世 界 史 の 基礎 的 な 知 識 力 」   が 試 さ れま す 。   資 料 読 解 の 力 を つけ る に は 、   で き る だ け たく さ ん の 問 題 を 解 い て 経験 を 積 む こ と が 大 切 で す 。過 去 問 や 模 試 を 見 直 し て 、膨 大 な 資 料 の ど の 部 分 に注 目 す れ ば 解 答 を 導 く こと が で き る の か 分 析 し てく だ さ い 。   基 礎 的 な 知 識力 を 鍛 え る に は 、   セ ン ター 試 験 の 過 去 問 が 有 効 です 。   全 範 囲 ・ 全 時 代 の 基礎 知 識 が 満 遍 な く 出 題 され て い る の で 、   こ れ を 解く こ と で 自 分 の 苦 手 分 野

糖 を 摂 取 す る こ と 。   使 い慣 れ た 単 語 帳 や 問 題 集 など 、   自 分 の 心 を 落 ち 着 かせ る   「 お 守 り グ ッ ズ 」   を 鞄に 忍 ば せ て お く こ と 。   試験 前 に は 目 を つ む り 、   呼吸 を 整 え て 、   精 神 統 一 をす る こ と 。   休 憩 時 間 に は外 に 出 て 新 鮮 な 酸 素 を 取り 入 れ 、   身 体 を 動 か し て存 分 に 気 分 転 換 を す る こと 。　
す べ て の 試 験 が 終 わ っ

た ら 、   あ ら か じ め 決 め てお い た さ さ や か な ご 褒 美を 自 分 に 与 え 、   ご 褒 美 を楽 し ん だ ら す ぐ に 次 の 入試 に 向 け て 気 持 ち を 切 り替 え て 勉 強 を 始 め る こ と 。

典 型 的 な テ ー マ の 融 合 によ っ て 構 成 さ れ て い ま す 。そ こ で 、   直 前 期 は   『 分 野 ごと の 典 型 問 題 の 整 理 』   を行 い ま し ょ う ！

 

分 析 眼

を 持 っ て 分 野 ご と に ど うい っ た テ ー マ が 出 題 さ れる の か 、   頭 の 中 で 整 理 して お く こ と が 重 要 で す 。　 「 こ ん な に 頑 張 っ た 冬は な い ！ 」   と 自 信 を 持 って 言 え る よ う に 、   い ま 目の 前 に あ る こ と に 集 中 し 、実 り あ る 日  々 を 作 り 上 げて い っ て く だ さ い ！

 

　
受 験 で は 幅 広 い 分 野 に

お い て 、   奥 深 い 理 解 が 求め ら れ ま す 。   ど れ が 典 型

を 知 る こ と が で き ま す 。　
演 習 を 通 じ て 一 番 気 を

つ け て ほ し い の が 何 と なく 正 解 し て し ま っ た 問 題で す 。   入 試 本 番 に 向 け ての 演 習 を し て い る の で 、自 分 に 厳 し く 不 正 解 と 同様 と 捉 え て く だ さ い 。   本番 で 確 実 に 点 を 取 る た めと い う 明 確 な 目 的 意 識 を持 っ て 、   演 習 の 質 を 上 げて い き ま し ょ う 。　
世 界 史 は 努 力 を 裏 切 り

ま せ ん 。   世 界 史 は １ ０ ０点 満 点 を 狙 え る 科 目 で す 。　
世 界 史 の な か で 、   そ れ

ぞ れ 興 味 の あ る 分 野 は 異な る と 思 い ま す 。   興 味 が

受 験 は 自 分 の も の

 

他 人 任 せ に し な い　
目 標 を 達 成 す る に は 、

① 自 分 を 知 る ② 相 手 （ 目標 ） を 知 る ③ 自 分 と 相 手の 差 を 埋 め る た め の 行 動を 取 る こ と が 必 要 で す 。志 望 校 が 決 ま っ て い る人 は 、   受 験 生 と し て の スタ ー ト を 切 る た め に 、   志望 校 の 過 去 問 を 一 年 分 解い て み ま し ょ う 。   そ の 結果 か ら 、   「 合 格 の た め に は何 を ど れ く ら い や れ ば いい の か 」   を 自 分 な り に 考え ま し ょ う 。   考 え て も 良く 分 か ら な い 場 合 は 、   先生 や 東 進 の 担 任 の 先 生 にア ド バ イ ス を 求 め る の もい い と 思 い ま す 。　
た だ 、   あ く ま で も 受 験

は   「 自 分 の も の 」   で す 。   どう す れ ば 合 格 で き る か 、そ の 戦 略 を   「 自 分 で 考 える 」   と い う 心 構 え を 持 ちま し ょ う 。   も ち ろ ん 、   周 囲の 意 見 に 謙 虚 に 耳 を 傾 ける こ と も 大 切 な こ と で すが 、   「 自 分 の 受 験 勉 強 を 他人 任 せ に し な い 」   と い う心 構 え は 忘 れ ず に 持 っ てい て ほ し い と 思 い ま す 。

問 題 な の か 、   ど の よ う な知 識 ・ 解 法 ス キ ル を 求 めら れ て い る の か 、   分 析 眼を 持 っ て 自 分 な り に 整 理し て い き ま し ょ う ！

　
受

験 は 先 手 必 勝 。   早 め の 準備 を 心 が け て く だ さ い ね 。　 「 化 学 結 合 と 結 晶 」   は 重要 分 野 で す 。   物 質 の 性 質は 、   そ の 物 質 を 構 成 す る元 素 が ど の よ う な 結 合 によ っ て 結 び つ い て い る かで 決 ま り ま す 。   共 有 結 合   ・イ オ ン 結 合 ・ 金 属 結 合 のい ず れ か で 構 成 さ れ て いる か 見 極 め ら れ る よ う にな れ ば 、   性 質 を あ る 程 度予 測 す る こ と が で き ま す 。化 学 は 、   丸 暗 記 で は な く物 質 の 性 質 や 反 応 の 共 通点 を 見 出 し て い く 学 問 です 。　
ま た 、   化 学 反 応 に お け

る 最 重 要 原 理 で あ る 、   「 酸塩 基 反 応 」   「 酸 化 還 元 反応 」   を 整 理 し ま し ょ う 。   反応 原 理 を 理 解 し て 、   化 学反 応 が 起 こ る か 否 か 、   反応 に よ っ て 何 が 生 成 さ れる の か を 予 測 す る の も 化学 の 醍 醐 味 で す 。   そ の ため に 、   代 表 的 な 物 質 は 今の う ち か ら 覚 え て お く こと 、   量 的 関 係 の 計 算 をし っ か り マ ス タ ー し て おく 必 要 が あ り ま す 。

湧 か な い と 頭 に 入 っ て きま せ ん の で 、   ま ず は 好 きな 部 分 か ら 勉 強 し て み てく だ さ い 。世 界 史 力 の 土 台 は

 

地 理 学 習　
新 課 程 の 歴 史 総 合 ・ 世

界 史 探 究 と い う 新 し い 科目 の 入 試 で は 、   今 ま で 以上 に 地 理 的 な 基 礎 力 を 必要 と さ れ る 問 題 が 増 え てい き ま す 。   例 え ば 、   地 図 上で 国 や 地 名 、   川 や 半 島 を指 し 示 す こ と は で き ま すか ？

 

民 族 の 移 動 や 国 家

の 領 土 拡 大 の 過 程 な ど 、今 後 の 入 試 で は 、   歴 史 用語 の 暗 記 だ け で は な く 、歴 史 を 理 解 す る 力 が 求 めら れ ま す 。   こ の よ う な   「 世界 史 力 」   を 鍛 え て い く ため の 土 台 と し て 必 要 な のが 地 理 的 な 知 識 で す 。   普段 の 世 界 史 学 習 の 際 か ら資 料 集 な ど を 見 る 癖 を つけ ま し ょ う 。　
初 学 者 に は   『 世 界 史 の

勉 強 法 を は じ め か ら て いね い に 』   （ 東 進 ブ ッ ク ス ）が 取 り 組 み や す い と 思 いま す の で 、   ぜ ひ 手 に 取 って 読 ん で み て く だ さ い 。一 緒 に 世 界 史 を 楽 し く 学ん で い き ま し ょ う ！

輿
こ し

水
み ず

 淳
じ ゅ ん

一
い ち

先 生

「 脱 ・ 字 面 読 み 」 ト レ ー ニ ン グ で 「 読 む 力 」 を

根 本 か ら 解 決 す る ！

 時 間 に 余 裕 を 持   っ   て

 

 行 動 し よ う

 

立
た て

脇
わ き

 香
か

奈
な

先 生

「 な ぜ 」 を と こ と ん 追 究 し 「 規 則 性 」「 法 則 性 」

が 見 え て く る 大 人 気 の 授 業 ！

 い ま 目 の 前 に

 

 あ る こ と に 集 中 ！

 

加
か

藤
と う

 和
か ず

樹
き

先 生

世 界 史 を 「 暗 記 」 科 目 だ な ん て 言 わ せ な い 。 正 し

く 理 解 す れ ば 必 ず 伸 び る こ と を 一 緒 に 体 感 し よ う 。

 問 題 演 習 を 通 じ   て

 

 経 験 値 を 積 も う

 

あ ら ゆ る こ と を 想 定 し て 、 時 間 に 余 裕 を

持   っ   て   行   動   す   る ！

な ん と な く 正 解 し た 問 題 は 不 正 解 も 同 然

と   捉   え   、 演   習   の   質   を   上   げ   て   い く

◉ 資 料 読 解 は 多 く の 問 題 に 触 れ て 経 験 を

積 む

◉ セ ン タ ー 試 験 の 過 去 問 も 使 い な が ら 知

識 を 確 認 す る

◉ 前 日 は 、 ス マ ホ は 見 ず に 早 め に 就 寝

◉ 試 験 当 日 の 休 憩 時 間 は 身 体 を 動 か す

◉ 新 し い 入 試 に 向 け て 地 理 学 習 を 取 り 入

れ る

◉ 志 望 校 の 過 去 問 を 解 い て 方 針 を 立 て る

学   習   の   ポ   イ  ン ト

学   習   の   ポ   イ  ン ト

学   習   の   ポ   イ  ン ト

注  意

見 慣 れ な い 題 材 の 問 題 は 、 難 し く 感 じ て

し ま う が 、 分 析 す れ ば 解 法 が み え て く る注  意

注  意

輿 水 先 生 の 緊 張 の ほ ぐ し 方 ！

「 自 分 は こ れ だ け 頑 張 っ た ん だ ！ 」 と 可 視 化 で き る も

の を 持 参 ！    例 え ば 、 自 分 が 解 い た 過 去 問 や 問 題 集 の

ノ ー ト 、 覚 え る た め に 書 い た 紙 な ど 、 頑 張 っ た 証 は 当

日 の 絶 対 的 な 自 信 に つ な が り ま す ！  あ と は 当 日 冷 え な

い よ う に 腹 巻 と カ イ ロ が あ る と 安 心 で す （ 笑 ） 。

現 代 文現 代 文

化 学化 学

世 界 史世 界 史

高 ２ 生   ・   高 １ 生意 欲

あ る

中 学 生

高 ２ 生   ・   高 １ 生意 欲

あ る

中 学 生

高 ２ 生   ・   高 １ 生意 欲

あ る

中 学 生

高 ３ 生

高 ３ 生

高 ３ 生

高 ３ 生

高 ３ 生

高 ２ 生 ・ 高 １ 生 ・ 意 欲 あ る 中 学 生

◉ 時 間 的 な 負 荷 を か け た 演 習 で 本 番 を 想

定 す る

◉ 分 野 ご と の 典 型 問 題 の 整 理 を 行 う

高 ３ 生

◉ 丸 暗 記 で は な く 、 物 質 の 性 質 や 反 応 の

共 通 点 を 見 出 し て い く

高 ２ 生 ・ 高 １ 生 ・ 意 欲 あ る 中 学 生

高 ２ 生 ・ 高 １ 生 ・ 意 欲 あ る 中 学 生

立 脇 先 生 の 緊 張 の ほ ぐ し 方 ！

加 藤 先 生 の 緊 張 の ほ ぐ し 方 ！

最 新 の 大 学 受 験 情 報 と 、 将 来 を 考 え る

コ ン テ ン ツ が 満 載 ！  全 国 の 高 校 生 必 見 ！

大 学 受 験 と 教 育 情 報 の メ ガ   サ   イ ト

東   進  ド  ッ ト  コ   ム

C H E C K!

東 進 Y o u T u b e チ ャ ン ネ ル



■ 薬 学 部 （ 千 葉 ・ 習 志 野 キ ャ ン パ ス ）

  入 試 名 称

一 般 入 試
2 0 2 3 年 1 2 月 1 1 日 ( 月 ) ~

2 0 2 4 年 1 月 1 8 日 ( 木 ) 必 着

 一 般 入 試 ( 共 通 テ ス ト 併 用 )

共 通 テ ス ト 利 用 入 試

2 0 2 3 年 1 2 月 1 1 日 ( 月 ) ~

2 0 2 4 年 1 月 1 2 日 ( 金 ) 消 印 有 効

2 月 3 日 ( 土 )

個 別 試 験 な し

2 月 9 日 （ 金 ） 2 月 1 6 日 （ 金 ）

2 月 1 5 日 （ 木 ） 2 月 2 2 日 （ 木 ）

出 願 期 間 試 験 日 合 格 発 表 手 続 期 限

■ 看 護 学 部 （ 東 京 ・ 大 森 キ ャ ン パ ス ）

  入 試 名 称

一 般 入 試

（ W e b ）2 0 2 3 年 1 2 月 1 1 日 ( 月 ) ~

2 0 2 4 年 1 月 1 7 日 ( 水 ) 2 3: 0 0

（ 期 限 ）2 0 2 4 年 1 月 1 9 日 ( 金 ) 必 着

一 次: 2 月 6 日 ( 火 )

二 次: 2 月 9 日 ( 金 )

一 次: 2 月 7 日 ( 水 )

二 次: 2 月 1 1 日 ( 日 ・ 祝 )
2 月 2 1 日 ( 水 )

W e b 出 願 期 間 / 書 類 提 出 期 限 試 験 日 合 格 発 表 手 続 期 限

■ 医 学 部 （ 東 京 ・ 大 森 キ ャ ン パ ス ）

  入 試 名 称

一 般 入 試

2 0 2 3 年 1 2 月 1 1 日 ( 月 ) ~

2 0 2 4 年 1 月 2 4 日 ( 水 ) 必 着

窓 口 受 付:

2 0 2 4 年 1 月 2 3 日 ( 火 ) ・ 2 4 日 ( 水 )

9: 0 0 ~ 1 7: 0 0

一 次: 2 月 6 日 ( 火 ) 

二 次: 下 記 い ず れ か 1 日 

2 月 1 4 日 ( 水 )

2 月 1 5 日 ( 木 )

一 次: 2 月 9 日 ( 金 ) 

二 次: 2 月 1 7 日 ( 土 )
2 月 2 2 日 ( 木 )

出 願 期 間 試 験 日 合 格 発 表 手 続 期 限

■ 理 学 部 （ 千 葉 ・ 習 志 野 キ ャ ン パ ス ）

  入 試 名 称

一 般 入 試 ( A) （ W e b ）2 0 2 3 年 1 2 月 1 1 日 ( 月 ) ~
2 0 2 4 年 1 月 2 1 日 ( 日 )

（ 期 限 ）2 0 2 4 年 1 月 2 2 日 ( 月 ) 必 着

2 月 1 日 ( 木 )
2 月 1 0 日 ( 土 )

2 月 2 1 日 ( 水 )

一 般 入 試 ( C)
（ W e b ）2 0 2 3 年 1 2 月 1 1 日 ( 月 ) ~

2 0 2 4 年 2 月 1 2 日 ( 月 ・ 祝 )
（ 期 限 ）2 0 2 4 年 2 月 1 3 日 ( 火 ) 必 着

2 月 2 0 日 ( 火 ) 2 月 2 7 日 ( 火 ) 3 月 1 1 日 ( 月 )

共 通 テ ス ト 利 用 入 試 

( 前 期 ・ 前 期 +)

共 通 テ ス ト 利 用 入 試 

( 後 期 )

2 0 2 3 年 1 2 月 1 1 日 ( 月 ) ~

2 0 2 4 年 1 月 1 2 日 ( 金 ) 消 印 有 効
個 別 試 験 な し 2 月 1 0 日 ( 土 ) 2 月 2 1 日 ( 水 )

2 0 2 4 年 2 月 1 3 日 ( 火 ) ~

3 月 6 日 ( 水 ) 必 着
個 別 試 験 な し 3 月 1 5 日 ( 金 ) 3 月 2 2 日 ( 金 )

一 般 入 試 ( B) 2 月 2 日 ( 金 ) 2 月 2 8 日 ( 水 )

W e b 出 願 期 間 / 書 類 提 出 期 限 試 験 日 合 格 発 表 手 続 期 限

■ 健 康 科 学 部 （ 千 葉 ・ 習 志 野 キ ャ ン パ ス ）

  入 試 名 称

一 般 入 試 ( A)
2 0 2 3 年 1 2 月 1 1 日 ( 月 ) ~

2 0 2 4 年 1 月 1 7 日 ( 水 ) 必 着

 

面 接: 1 月 2 4 日 ( 水 ) ま た は 2 5 日 ( 木 )

筆 記: 2 月 1 日 ( 木 )
2 月 1 9 日 （ 月 ）

共 通 テ ス ト 利 用 入 試

共 通 テ ス ト 利 用 入 試  +

2 0 2 3 年 1 2 月 1 1 日 ( 月 ) ~

2 0 2 4 年 1 月 1 2 日 ( 金 ) 消 印 有 効

面 接: 1 月 2 4 日 ( 水 ) ま た は 2 5 日 ( 木 )

筆 記: 個 別 試 験 な し
2 月 2 2 日 （ 木 ）

2 月 1 0 日 （ 土 ）

2 月 1 5 日 （ 木 ）

一 般 入 試 ( B)
面 接: 1 月 2 4 日 ( 水 ) ま た は 2 5 日 ( 木 )

筆 記: 2 月 2 日 ( 金 )

出 願 期 間 試 験 日 合 格 発 表 手 続 期 限

h t t p s:// w w w. t o h o- u. a c.j p/

生 命 の 科 学 で 未 来 を つ な ぐ
「 自 然 ・ 生 命 ・ 人 間 」 に  こ め ら れ た 想 い 。

2 0 2 4 年 度  入 学 試 験 日 程

入 試 事 務 室 　 T E L. 0 3- 5 7 6 3- 6 5 9 8 　

〒 1 4 3- 8 5 4 0 　 東 京 都 大 田 区 大 森 西  5- 2 1- 1 6

い の ち

東 邦 大 学 入 試 ・ 資 料 請 求 に 関 す る お 問 合 せ

プ ラ ス

プ ラ ス
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共   通   テ ス ト 前   日

共 通 テ ス ト 1 日 目

　 い よ い よ 約 ２ 週 間 後 に 迫 っ た 大 学 入 学 共 通 テ ス ト 本 番 。 今

回 は 東 進 の O B ・ O G （ 東 進 ハ イ ス ク ー ル 藤 沢 校 担 当 助 手 の 皆 さ

ん ） に 、 共 通 テ ス ト 期 間 中 の 自 身 の 経 験 を 踏 ま え た お ス ス メ の 過

ご し 方 や 意 外 な 盲 点 を 直 撃 イ ン タ ビ ュ ー し た 。 受 験 生 は 万 全 の

準 備 で 本 番 に 臨 ん で ほ し い 。

お 餅 と お 団 子 で
ト イ レ 対 策 は 万 全 ！

試 験 中 に ト イ レ に 行 き た く な ら な い よ う に 、 当

日 の 朝 は 利 尿 作 用 を 抑 え る 効 果 が あ る ら し い お

餅 や お 団 子 を 食 べ て 本 番 に 臨 み ま し た 。

東 京 外 国 語 大 学  言 語 文 化 学 部  ２ 年

吉
よ し

野
の

 遥
は る か

さ ん

神 奈 川 県 立  湘 南 高 校 卒

  共 通 テ ス ト

１ 日 目 の 朝

セ   オ リ ー ど   お り 自   己
採 点 は お あ ず け

一 日 目 の 科 目 に 手 ご た え を 感 じ 、 自 己 採 点 を す る

か 迷 い ま し た が 、 満 足 感 が 油 断 に つ な が る と 思

い 、 気 持 ち を 切 り 替 え て 翌 日 の 化 学 や 物 理 の 暗

記 項 目 に 専 念 し ま し た 。 ま た 、 一 日 目 に 予 備 の 筆

記 用 具 や カ イ ロ を 多 め に 持 っ て 行 っ て い ま し た

が 、 使 わ な か っ た の で 、 本 当 に 必 要 な 予 備 を 残

し て 身 軽 に な る よ う 、 荷 物 を 整 理 し ま し た 。

（ 野 村 く ん ）

  共 通 テ ス ト

１ 日 目 終 了 後

身 に し み た 応 援
し て く れ  る   人   の   存   在

親 友 か ら の 激 励 の 手 紙 や ス マ ホ の メ ッ セ ー ジ を

読 み 返 す こ と で 、 マ ッ ク ス だ っ た プ レ ッ シ ャ ー

を モ チ ベ ー シ ョ ン に 変 え る こ と が で き ま し た 。

横 浜 国 立 大 学  理 工 学 部  1   年

野
の

村
む ら

 洸
こ う

成
せ い

く ん

神 奈 川 県 立  鎌 倉 高 校 卒

共 通 テ ス ト

前 夜

休 憩 時 間 の
会   話   は ほ ど   ほ ど に ！

僕 は 休 憩 時 間 に 友 人 と 話 が 弾 ん で し ま っ た の で

す が 、 暗 記 科 目 の 最 終 確 認 や リ ス ニ ン グ 対 策 と

し て 耳 を 慣 ら し て お く こ と を お ス ス メ し ま す 。

中 央 大 学  国 際 経 営 学 部  ２ 年

瀬
せ

畑
ば た

 智
と も

喜
き

く ん

神 奈 川 県 立  七 里 ガ 浜 高 校 卒

  共 通 テ ス ト

１ 日 目 の 試 験 中

い ろ ん な パ タ ー ン で
時 刻 表 チ ェ ッ ク

不 測 の 事 態 に 備 え て 、 会 場 へ 一 時 間 前 に 着 く よ

う に 時 刻 表 を 調 べ ま し た 。 共 通 テ ス ト は 土 日 な

の で 平 日 ダ イ ヤ で 調 べ な い よ う に 注 意 し て く だ

さ い ！

早 稲 田 大 学  教 育 学 部  １ 年

勝
か つ

又
ま た

 颯
そ う

大
だ い

く ん

神 奈 川 県 立  鎌 倉 高 校 卒

共 通 テ ス ト

前 日 の 昼 間

共 通 テ ス ト 本 番実 録

7 27 2 時 間時 間

会 場 で も

お   守 り

代   わ   り 
！

直 前 に 見 た
問 題 が

出 る こ   と   も ！

会 場 の
寒 さ 対 策
も   大   事 ！

実 際 に

効 果

あ り ま し   た ！

土 日 ダ   イ   ヤ
は 意 外 な
盲   点 ！



PI C K  U P

■  2 0 2 4 年 度  入 試 情 報 ＊  最 終 日 消 印 有 効

1 / 5 （ 金 ） ～ 1 9 （ 金 ）

1 / 5 （ 金 ） ～ 3 1 （ 水 ）

入 試 方 式

一 般 入 試

個 別 学 力 試 験 型

共 通 テ ス ト 併 用 型

全 学
統 一 入 試

共 通 テ ス ト
利 用 入 試

出 願 期 間  ＊ 試 験 日 合 格 発 表

2 / 2 1 （ 水 ） ～ 2 7 （ 火 ）

前 期 3 教 科 型
前 期 5 教 科 型

後 　 期

共 通 テ ス ト
の み

2 / 7 （ 水 ）

2 / 7 （ 水 ） ＋ 共 通 テ ス ト

2 / 9 （ 金 ） ～ 1 3 （ 火 ）

3 / 1 1 （ 月 ）

2 / 2 0 （ 火 ）

い く つ か の 入 試 方 式 に て 外 国 語 の 資 格 ・ 検 定 試 験 ス コ ア を 活 用 で き ま す 。
※ 詳 細 は 南 山 大 学 入 試 ガ イ ド を ご 確 認 く だ さ い 。

N E W S

（ 入 試 課 直 通 ）

htt p s : / / w w w. n a n z a n- u. a c.j p / a d mi s si o n /

E- m ai l: n y u s hi- k o h o @ n a n z a n- u. a c.j p■ 国 際 教 養 学 部

大 学 案 内 は 送 料 有 料 で す （ 後 納 2 0 0 円 ・ 別 途 手 数 料 が 必 要 ）

入 学 者 に お け る 一 般 選 抜 の 割 合 一 般 選 抜 に
つ い て

▼各 大 学 に お い て 総 合 型 ・ 学 校 推 薦 型 選 抜 の 割 合 が

増 加 傾 向 に あ る な か 、 南 山 大 学 は 全 体 の 入 学 者 の

う ち 、 約 7 割 が 一 般 選 抜 を 経 て 入 学 し て い ま す 。

南 山 大 学 は 高 校 で の 基 礎 学 力 を 重 視 し 、 努 力 を 続

け る 受 験 生 に よ り 門 戸 を 開 い て い る 大 学 で す 。

一 般 選 抜

そ の 他 4. 1 ％総 合 型 選 抜 3. 1 ％

学 校 推 薦 型 選 抜

2 3. 3 ％

6 9. 5 ％

0 7 T O S HI N  TI M E S  2 0 2 4

切 り 替 え ら れ た の は
学   校 の お か げ

自 己 採 点 結 果 の 提 出 が あ る の で 学 校 が あ り ま し

た が 、 二 次 試 験 の 勉 強 が し た く て 早 め に 登 校 し

ま し た 。 学 校 に 行 っ た こ と で 、 共 通 テ ス ト 翌 日

に も 気 が 緩 む こ と な く 切 り 替 え ら れ た の で 、 勉

強 を す る 良 い 理 由 づ け に な っ た と 思 い ま す 。

（ 中 尾 く ん ）

共 通 テ ス ト

翌 日 の 午 前 中

午 後 は 東 進 で 二 次
試 験 対 策 に 集 中 ！

志 望 校 が 二 次 試 験 の 点 数 の み で 決 ま っ て し ま う

大 学 な の で 、 少 し で も 合 格 に 近 づ く た め に 午 後

は 東 進 に 行 っ て 二 次 対 策 に 集 中 し ま し た 。

東 京 工 業 大 学  物 質 理 工 学 院  １ 年

上
か み

池
い け

 巧
た く

真
ま

く ん

神 奈 川 県  私 立  逗 子 開 成 高 校 卒

共 通 テ ス ト

翌 日 の 午 後

６ 時 か ら 物 理 基 礎 と
化 学 基 礎 の 総 仕 上 げ

今 ま で 積 み 重 ね て き た 学 習 の 成 果 を 本 番 で 出 し

切 る た め の 最 後 の 準 備 と し て 、 朝 ６ 時 に 起 き て

物 理 基 礎 と 化 学 基 礎 の 復 習 を １ 時 間 ず つ 行 い ま

し た 。

一 橋 大 学  社 会 学 部  2   年

中
な か

尾
お

 海
か い

斗
と

く ん

神 奈 川 県 立  湘 南 高 校 卒

  共 通 テ ス ト

２ 日 目 の 朝

つ か の 間 の 息 抜 き で
今 ま で   の   我   慢  を   開   放 ！

試 験 が 終 わ っ て 、 解 答 速 報 が 公 開 さ れ る ま で の 短

時 間 、 我 慢 し て い た カ ラ オ ケ で 一 人 で 熱 唱 し ま し

た （ 笑 ） 。 こ れ ま で の 鬱 憤 を こ こ で 一 度 発 散 し た こ

と で 、 心 も 体 も 気 持 ち を 切 り 替 え る こ と が で き 、

翌 日 の 二 次 試 験 に 向 け た 勉 強 に メ リ ハ リ を つ け て

取 り 組 む こ と が で き ま し た 。 　 　 　 　  （ 吉 野 さ ん ）

  共 通 テ ス ト

２ 日 目 終 了 後

失   敗   は   引 き ず ら な   い
で   切 り 替 え る

本 番 の 雰 囲 気 に よ る 焦 り か ら 実 力 を 発 揮 で き な

か っ た 数 学 で し た が 、 こ れ 以 上 の 失 敗 は も う な

い と 開 き 直 っ た こ と で リ ラ ッ ク ス で き ま し た 。

横 浜 国 立 大 学  理 工 学 部  １ 年

大
お お

橋
は し

 功
こ う

暉
き

く ん

神 奈 川 県 立  湘 南 高 校 卒

  共 通 テ ス ト

２ 日 目 の 試 験 中

共 通 テ ス ト 2 日 目共   通   テ ス ト 翌   日

志 望 校 合 格 に 向 け て ラ ス パ ー ト ！

気 持 ち を 切 り 替 え て

東 進 ス タ ッ フ 一 同 、 最 後 ま で 応 援 し て い ま す ！

早 朝

登 校 で

切   り  替   え ！

１ 点   を
確 実 に
取 っ て

い  こ  う ！！

大 事 な の は

プ ラ ス   思  
 考 ！

自 己   採   点   は

息 抜 き の 後

勉 強 の
お 供 は

ラ   ム   ネ ！
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内 容 や 形 式 が 異 な る 科 目も あ る 。　
そ こ で 、   今 回 の   「 共 通 テ

ス ト 同 日 体 験 受 験 」   で は 、共 通 テ ス ト 本 試 験 に 加 えて 、   新 課 程 に 対 応 し た 問題 も 盛 り 込 ん で 出 題 す る 。志 望 校 合 格 に 向 け て 、   ぜひ 挑 戦 し て ほ し い 。

　 「 大 学 入 学 共 通 テ ス ト 」当 日 に 、   受 験 生 と 同 じ 問題 に 挑 戦 す る 。   そ れ が 東進 の   「 共 通 テ ス ト 同 日 体験 受 験 」   だ 。   今 年 ２ ０ ２ ４年 は 現 行 課 程 で の 出 題 であ り 、   新 高 ３ 生 ・ 新 高 ２生 が 受 験 す る 新 課 程 で の共 通 テ ス ト 本 番 と は 出 題

　 こ こ で は 、 今 月 1 3 日 （ 土 ）・1 4 日 （ 日 ） に 実 施 さ れ る 、 東 進 の 「 共 通 テ

ス ト 同 日 体 験 受 験 」 に つ い て 紹 介 す る 。 な ぜ 入 試 一 年 前 、 二 年 前 に

挑 戦 す る 意 味 が あ る の か 。 ま た 、 東 進 だ け の 学 力 が 伸 び る 仕 組 み に

つ い て も 解 説 す る 。

　
２ ０ ２ ５ 年 か ら の 共 通

テ ス ト は 、   新 高 ３ 生 ・ 新高 ２ 生 が 学 ん で い る 新 課程 に 対 応 し た 問 題 に なる 。

　

　
今 の 時 期 に 最 も 重 要 な

の は 、   問 題 の レ ベ ル や 形式 な ど ど の よ う に 問 わ れる の か を 知 る こ と 。   一 年

前 、   二 年 前 に   「 共 通 テ ス ト本 番 」   を 体 験 し 、   現 状 の 学力 を 正 し く 測 る こ と は 、志 望 校 合 格 に 向 け て 、   その 後 の 学 習 計 画 を 立 て るう え で 大 い に 役 立 つ だ ろう 。   資 料 １ 、   ２ は   「 共 通 テス ト 同 日 体 験 受 験 」   の 出題 内 容 （ 予 定 ） だ 。

受 験 生 と 同 じ 日 に 挑 戦共 通 テ ス ト   ×   新 課 程 対 応   ！

志 望 校 合 格 に 向 け た第 一 歩 を

　
東 進 の   「 共 通 テ ス ト 同

日 体 験 受 験 」   は 、   日 本 全 国１ １ ０ ０ 以 上 の 会 場 で 一斉 に 実 施 す る 。   新 高 ３ 生   ・新 高 ２ 生 が 受 験 で き る 同様 の テ ス ト の 中 で 、   日 本最 大 の 受 験 者 数 を 誇 る 。そ の た め 、   全 国 の 同 学 年の 中 で ど の く ら い の 位 置に い る か を 正 確 に 把 握 でき る だ ろ う 。

　
※ 東 進 調 べ

充 実 の 成 績 表 と

　 　

解 説 授 業　
受 験 後 は 現 在 の 学 力 や

志 望 校 ま で の 距 離 な ど を確 認 し 、   学 習 計 画 を 立 てて 対 策 を 進 め る こ と が 重要 だ 。   そ の た め に 東 進 の成 績 表 で は 、   合 格 者 と の成 績 デ ー タ 比 較 や 単 元 ・ジ ャ ン ル 別 の 学 力 分 析 結果 を 提 示 。   志 望 校 合 格 に

向 け て 君 が 取 り 組 む べ きこ と が 明 確 に わ か る 。   また 成 績 表 は 試 験 実 施 か ら中 ５

 日 で ス ピ ー ド 返 却 。

そ し て 実 力 講 師 陣 に よ る「 合 格 指 導 解 説 授 業 」   は 全教 科 を 開 講 。   多 く の 高 校生 を 合 格 に 導 い た 実 力 講師 に よ る 解 説 は 、   重 要 ポイ ン ト が 手 に 取 る よ う にわ か る だ ろ う 。

東 京 大 学 理 科 一 類

水 野  僚 介 く ん 　 東 京 都  私 立  麻 布 高 校 卒

九 州 大 学 工 学 部

田 崎  勇 斗 く ん 　 佐 賀 県 立  致 遠 館 高 校 卒

広 島 大 学 医 学 部 保 健 学 科

宮 﨑  歩 く ん 　 広 島 県 立  広 島 井 口 高 校 卒

立 教 大 学 理 学 部

森  陽 貴 く ん 　 東 京 都 立  三 田 高 校 卒

慶 應 義 塾 大 学 商 学 部

丸 山  実 紗 さ ん 　 愛 知 県 立  時 習 館 高 校 卒

東 京 理 科 大 学 理 学 部

井 上  諒 く ん 　 東 京 都  私 立  高 輪 高 校 卒

　   東   大   を   意   識   す る よ う に   な っ た   の

は 高 １ の 秋 。 そ の と き は 東 大 に 行

け  る  だ   ろ う と   甘   い   考   え  を   持   っ  て   い   ま

し  た  。 し  か  し「  共  通  テ  ス  ト  同  日  体  験

受 験 」を 受 け て 想 像 以 上 に 点 数 が

悪   か っ た こ と を き っ か   け  に   焦  り を   覚

え   、 本   気   で   勉   強   に   取   り  組   む   よ う に

な り ま し た   。

　   本   番   の   問   題   を   緊   張   感   の あ る 雰

囲   気   で   解   く こ と  が   で   き  る  た   め   、 入   試

本   番 だ と 思 っ て   受 け て み る の が   い

い と 思   い ま す   。

　 実 際 の 試 験 を 受 け て 、 今 の 自

分   の   実   力 を 知   れ る 。 で き た ら や る

気   に   つ   な  が   る し  、 思  う よ う に   い   か   な

か っ た ら 、 こ れ か ら 頑   張 ら な い と い

け な  い と い う 焦 り か ら の   や る  気   に   つ

な  が  る と  思   い ま す   。

　   自   分   が ど れ だ け   受   験   に   対 し て   甘

く 見   て   い   た   か   が   わ   か  り ま し  た   。 こ   の

体   験   が   あ っ た   か ら こ そ   受   験   を   乗   り

越   え ら れ  た と  思   い ま す   。

　 そ の 年 の 試   験 を そ の 日 に 受 け る

こ と で   実   際   の   試   験   問   題   は ど   の   よ う

に   な   っ   て   い   る   か   を   体   験   で   き   、 ど   こ   に

抜 け 漏 れ が あ る の か を 見 つ け や す

い で す 。 目 標 と の 差 を 確 認 す る の

に   役   立   ち ま し た   。

　 「 共 通 テ ス ト 同 日 体 験 受 験 」 時

点 で の 自 分 に 足 り な い も の が   何 か

を   考   え  る  こ と  で   、 自   ず   と   や   る   べ   き  こ

と が   見   え て き ま す   。

2 0 2 5   年  新 課 程 入 試 ス タ ー ト ！ 大 学 入 学 共 通 テ ス ト 探 究 的 な 問 題 の ポ  イ ン ト知 っ て
お き た い

共   通   テ  ス ト共   通   テ  ス ト
同 日 体 験 受 験同 日 体 験 受 験

2 0 2 4   年 共   通   テ ス ト × 新 課 程 対 応 に 挑 戦受 験 生 と

    同 じ 日に

本 番
さ な が ら の

体 験 を

探 究 的 な 出 題 が 増 加 ！

●     探 究 と は 、 正 解 が 存 在 し な い 未 知 の 課 題 に 挑 戦 し 、 最 適 解 を 見 出 す 活 動 の こ と 。

探 究 の 各 プ ロ セ ス を 意 識 し た 問 題 が 、 英 語 ・ 数 学 ・ 国 語 を は じ め 多 く の 科 目 で 見 ら

れ  ま  す  。 暗  記  の  み  で  は  解  け  な  い  、 思  考  カ ・ 判  断  カ ・ 表  現  力  も  必  要  な  問  題  で  す  。

●     共 通 テ ス ト に 変 わ っ た  2 0 2 1 年 か ら 増 え て い る『 探 究 力 』 を 問 う 新 傾 向 問 題 が 、

2 0 2 5   年 以 降 さ ら に 増 加 し ま す 。

●    探  究  の  プ  ロ  セ  ス  の  一  部 『  情  報  の  収  集  』 や 『  整  理 ・ 分  析  』で  は  、  図  表  や  グ  ラ  フ  を  読  み

取  っ て ま と め た り 、 デ   ー タ を   分   析 し て   評   価 し た り す る   作   業   が   あ り ま す   。 一   つ   の   資   料

か ら だ け で   は な く 、 複   数   の   資   料   か ら 必   要   な   情   報   を   見   つ け   出   す こ と が   求   め ら れ ま す   。

● 新   課   程   の   共   通 テ ス ト で は 、 こ の よ う な 「   デ ー タ を 扱 う 」    問   題 が   多 く の   科 目 で 出   題 さ

れ ま す 。 さ ま ざ ま な デ ー タ を 元 に 最 適 解 を 導 い て い く ス キ ル が 、 文 理 を 問 わ ず 必

要 で す 。

試 作 問 題 で は こ ん な 問 題 が 出 題 さ れ ま し た ！

英 語

　 「  授  業  中  の  ス  マ  ー ト  フ  ォ  ン  利  用

の  是  非  」と  い  う  テ  ー  マ  に  つ  い  て  自

分 の 意 見 を 書 く た め 、 立 場 の 異

な る ５ 人 の 意 見 を 読 ん で 、 論 拠

を 整 理 す る 。 そ の う え で 自 分 の 意

見  を  決  め  、 レ  ポ  ー ト を  仕  上  げ  る  。

数 学

　   コ   ン   ピ   ュ   ー   タ   ソ  フ ト  を   用   い   て   、  複

素 数 平 面 上 に と っ た 複 数 の 点 を

基 に 描 か れ る 図 形 を 扱 う 。

現 役 合 格 し た 先 輩 も お ス ス メ ！

事   象   を   数   学   的   に   表   現   し た り 、 解

決 の 過 程 を 振 り 返 っ た り し て 考 察

す る 。

国 語

　 「 気 候 変 動 の 影 響 」 に つ い て レ

ポ   ー ト を   書 く た め   に   、 テ ク ス ト を   図

表 と 関   連   づ け て 的   確 に 読   み   取 る 。

レ   ポ   ー ト   の   具   体   的   な   構   成   や   目   次

を   考   え た う え   で   、 他   者   か ら の   ア ド

バ イ ス を   吟   味   す る 。

歴 史 総 合 、 世 界 史 探 究

　 先   生 と 生   徒   の   会   話   文   か ら 読   み

取  れ  る「  ナ  シ  ョ  ナ  リ  ズ  ム  」 の  概  念  を

基   に  し   て   、 日   本   や   外   国   に   お   け   る   具

体   的   な   歴   史   的   事   象   が   持   つ   ナ   シ ョ ナ

リ  ズ   ム   の   側   面   を   思   考  し   、 評   価   す  る   。

情   報   Ⅰ

　 代 金 を 支 払 う 際 の 「   硬 貨 の 上

手  な  払  い  方  」 に  つ  い  て  、  先  生  と  対

話   し  な   が  ら   論   理   的   に   考   え   、 プ   ロ   グ

ラ ム を 作   成 す る 。

資 料 １

共 通 テ ス ト 同 日 体 験 受 験 の 出 題 内 容 （ 予 定 ）

資 料   2   出 題 内 容 の 一 部 を 紹 介

★ 2 4   年   共   通   テ   ス   ト   本   試   ＋   一   部   、 試   作   問   題 （   新

　 課 程 ）の 類 題 に 変 更 ま た は 追 加 し て 出 題 す る

● 2 4   年 共 通 テ ス ト 本 試 を 活 用 せ ず 、 新 課 程 に

　 対 応 し た 東 進 オ リ ジ ナ ル 問 題 を 出 題 す る

■ 2 4   年 共 通 テ ス ト 本 試 と 同 じ 問 題 を 出 題 す る

英 語 リ ー デ ィ ン グ

英 語 リ ス ニ ン グ

数 学 ①

数 学 ②

国 語

理 科

地 歴 公 民

情 報

★

■

■

★

★

■

●

●

教 科 出 題 内 容
英 語 リ ー デ ィ ン グ

数 学 ①

・ 2 4   年 「 共 通 テ ス ト 」 本 試 験 と 同 じ 問 題 を 出 題

　 東 進 オ リ ジ ナ ル 　 新 課 程 で は 出 題 さ れ な い 数   A 「 整

　 　 　 　 　 　 　 　 　 数 の 性 質 」 の 選 択 問 題 は 出 題 し

　 　 　 　 　 　 　 　 　 な い （ 全 問 必 答 へ ）

数 学 ②

・ 2 4   年 「 共 通 テ ス ト 」 本 試 験 と 同 じ 問 題 を 出 題

　 東 進 オ リ ジ ナ ル 　 数   C 「 平 面 上 の 曲 線 と 複 素 数 平

　 　 　 　 　 　 　 　 　 面 」 を 選 択 問 題 と し て 追 加

▶ 試 験 時 間 は   6 0   分 → 7 0   分 へ

・ 2 4   年 「 共 通 テ ス ト 」 本 試 験 と 同 じ 問 題 を 出 題

　 東 進 オ リ ジ ナ ル  　 一 部 、 試 作 問 題 の 類 題 に 変 更

国 語

・ 2 4   年 「 共 通 テ ス ト 」 本 試 験 と 同 じ 問 題 を 出 題

　 東 進 オ リ ジ ナ ル 　 試 作 問 題 （ 「 実 用 的 文 章 」 で の 出

　 　 　 　 　 　 　 　 　 題 ） の 類 題 を 追 加

▶ 試 験 時 間 は   8 0   分 → 9 0   分 へ

地 歴 公 民

　 東 進 オ リ ジ ナ ル 　 新 課 程 に 対 応 し 出 題 す る

情 報 Ⅰ

　 東 進 オ リ ジ ナ ル 　 新 課 程 に 対 応 し 出 題 す る

※ 試 作 問 題 と は   2 0 2 2   年   1 1   月 に 大 学 入 試 セ ン タ ー よ り 公 表 さ れ

た  2 0 2 5   年 （   新   課   程   ） 共   通   テ   ス ト   の   問   題   イ   メ   ー   ジ   を   指   し   て   い   ま   す   。

記 載 さ れ て い る 内 容 は   1 2   月 時 点 の 情 報 で す 。 教 育 効 果 向 上 に よ

り 変 更 と な る 場 合 が あ り ま す 。

日 本 最 大

※の 受 験 者 数 で

全 国 で の 立 ち 位 置 が 正 確 に わ か る



お 問 い 合 わ せ 広 報 ・ 入 試 セ ン タ ー

0 3 - 5 2 7 5 - 6 0 1 1
千 代 田 キ ャ ン パ ス

家 政 学 部 文 学 部 社 会 情 報 学 部 比 較 文 化 学 部 短 期 大 学 部

〒 1 0 2 - 8 3 5 7   東 京 都 千 代 田 区 三 番 町   1 2   番 地

多 摩 キ ャ ン パ ス
人 間 関 係 学 部

〒 2 0 6 - 8 5 4 0   東 京 都 多 摩 市 唐 木 田   2   丁 目   7   番 地   1

デ ー タ サ イ エ ン ス 学 部
2 0 2 5   年 ４ 月 開 設 予 定 （ 仮 称 ・ 設 置 構 想 中 ）［ 千 代 田 キ ャ ン パ ス ］

デ ー タ サ イ エ ン ス 学 部  ３ つ の 特 色

ビ ジ ネ ス に つ な げ る

デ ー タ サ イ エ ン ス の 学 び

デ ー タ サ イ エ ン ス の 基 礎 か ら

応 用 を 幅 広 く 学 び 、 経 済 学 ・

経 営 学 も 学 ん で ビ ジ ネ ス へ の

応 用 力 を 身 に 付 け ま す 。

企 業 等 と チ ー ム で

協 働 す る 学 び

企 業 等 の デ ー タ に 実 際 に 触 れ 、

現 場 の 課 題 を 発 見 ・ 解 決 す る

P B L 型 の 実 践 的 な 授 業 を 通 し

て 、 他 者 と 協 働 し チ ー ム で 学

び ま す 。

少 人 数 ク ラ ス と

き め 細 か い サ ポ ー ト

４ 年 間 を 通 じ 少 人 数 ク ラ ス で

き め 細 か い 指 導 を 受 け る こ と

が で き ま す 。 ま た 、 個  々 人 の

状 況 に 応 じ た 数 学 な ど の 学 び

の サ ポ ー ト も あ り ま す 。

P O I N T 1 P O I N T 2 P O I N T 3
デ ー タ

サ イ エ ン ス の
学 び

P B L

I T ス キ ル

P r oj e c t - b a s e d 
l e a r ni n g

少 人 数 双 方 向
体 験 学 習

プ ロ グ ラ ミ ン グ

機 械 学 習

AI   基 礎

ビ ジ ネ ス
経 済 学

経 営 学

統 計 学
デ ー タ 分 析

0 9 T O S HI N  TI M E S  2 0 2 4

　 こ こ で は 、 昨 年 志 望 校 に 現 役 合 格 し た 先 輩 た ち が 、 受 験 を 経 て
得   た こ と  、 感 じ た こ と  、 後   輩   に   伝   え た   い  こ と を   激   励   メ ッ セ ー ジ と い う 形
で お 届 け し ま す 。

先 輩先 輩
  か ら の  か ら の 激 励 メ ッ  セ   ー  ジメ ッ  セ   ー  ジ

い よ い よ 入 試 本 番 直 前 ！

神 戸 大 学 医 学 部 医 学 科

周 り で は な く
過 去 の 自 分 と 比 較
し て ほ し い

静 岡 大 学 グ ロ ー バ ル 共 創 科 学 部

油 断 は せ ず 、 い つ で も

学 ぶ 姿 勢 を 持 つ

慶 應 義 塾 大 学 法 学 部

勉 強 で き る と い う 環 境
は 、 自 分 で 思 う よ り
恵 ま れ て い る

北 海 道 大 学 総 合 入 試 理 系 

" 人 間 の 偉 大 さ は 恐 怖 に
耐 え る 誇 り 高 き 姿 に あ る "

（ プ ル タ ル コ ス ） 受 験 会 場 で 恐 怖 に
飲 ま れ そ う に な っ た 時
こ の 言 葉 に 助 け ら れ た三 重 大 学 人 文 学 部

受 験 は ピ ン チ で は

な く チ ャ ン   ス

東 京 都 立 大 学  法 学 部

と に か く 今 日 の 勉 強 が

明 日 を 作 る の だ と 毎 日

信 じ て 勉 強 す る
東 京 工 業 大 学 工 学 院

自 分 を 信 じ る こ と が

何 よ り の 成 績 の あ げ 方

中 央 大 学 理 工 学 部

意 外 に な ん と か な る

か ら 、 自 分 を 信 じ て

気 を 楽 に 持 つ
立 命 館 大 学 生 命 科 学 部

み ん な 緊 張 し て

い る の で 大 丈 夫

京 都 大 学 理 学 部

自 分 の 能 力 を 過 信 し て

は い け な い と 思 い ま す

が 、 信 じ て ほ し い

東 京 大 学

 文 科 二 類

早 め に 受 験 勉 強 を 始 める の は 大 事 だ け ど 、

最 後

の   一   日 ま で 勉 強 し 続 け るこ と

が も   っ   と 大 事

北 海 道 大 学

 総 合 入 試 理 系

自 分 が 積 み 重 ね てき た 努 力 は 絶 対 に入 試 本 番 で の 自 分 を助 け て く れ る

早 稲 田 大 学

 文 学 部

た と え 結 果 が ど う で あれ 、

 一

 つ   の

目 標 に 向 か   っ

て 努 力 す る 経 験 は   一   生の 宝 に な る

1   月 の 共 通 テ ス ト 後 か ら 2   次 試 験 ま で が

一 番 き つ い 。 集 中 出 来 な い 日 も 必 ず あ り

ま す 。 そ ん な 時 は 、｢ そ う い う 日 も あ る さ 、

今 日 は 早 く 寝 て 明 日 頑 張 ろ う ｣ と 思 っ て

未 来 の 行 動 を 好 転 さ せ ら れ る よ う に

で き な い と 思 っ た
ら   で   き   な   い   。 無   理   だ   と
思 っ た ら 無 理 。
自 分 は で き る 、 大 丈 夫 と
毎 日 自 分 に
言 い 聞 か せ て

九 州 大 学 医 学 部

山 形 大 学 地 域 教 育 文 化 学 部



お 問 い 合 わ せ 広 報 ・ 入 試 セ ン タ ー

0 3 - 5 2 7 5 - 6 0 1 1
千 代 田 キ ャ ン パ ス

家 政 学 部 文 学 部 社 会 情 報 学 部 比 較 文 化 学 部 短 期 大 学 部

〒 1 0 2 - 8 3 5 7   東 京 都 千 代 田 区 三 番 町   1 2   番 地

多 摩 キ ャ ン パ ス
人 間 関 係 学 部

〒 2 0 6 - 8 5 4 0   東 京 都 多 摩 市 唐 木 田   2   丁 目   7   番 地   1

デ ー タ サ イ エ ン ス 学 部
2 0 2 5   年 ４ 月 開 設 予 定 （ 仮 称 ・ 設 置 構 想 中 ）［ 千 代 田 キ ャ ン パ ス ］

デ ー タ サ イ エ ン ス 学 部  ３ つ の 特 色
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び ま す 。

少 人 数 ク ラ ス と
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４ 年 間 を 通 じ 少 人 数 ク ラ ス で
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P O I N T 1 P O I N T 2 P O I N T 3
デ ー タ

サ イ エ ン ス の
学 び

P B L

I T ス キ ル

P r oj e c t - b a s e d 
l e a r ni n g

少 人 数 双 方 向
体 験 学 習
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機 械 学 習

AI   基 礎

ビ ジ ネ ス
経 済 学

経 営 学
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デ ー タ 分 析
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得   た こ と  、 感 じ た こ と  、 後   輩   に   伝   え た   い  こ と を   激   励   メ ッ セ ー ジ と い う 形
で お 届 け し ま す 。

先 輩先 輩
  か ら の  か ら の 激 励 メ ッ  セ   ー  ジメ ッ  セ   ー  ジ

い よ い よ 入 試 本 番 直 前 ！

神 戸 大 学 医 学 部 医 学 科

周 り で は な く
過 去 の 自 分 と 比 較
し て ほ し い

静 岡 大 学 グ ロ ー バ ル 共 創 科 学 部

油 断 は せ ず 、 い つ で も

学 ぶ 姿 勢 を 持 つ

慶 應 義 塾 大 学 法 学 部

勉 強 で き る と い う 環 境
は 、 自 分 で 思 う よ り
恵 ま れ て い る

北 海 道 大 学 総 合 入 試 理 系 

" 人 間 の 偉 大 さ は 恐 怖 に
耐 え る 誇 り 高 き 姿 に あ る "

（ プ ル タ ル コ ス ） 受 験 会 場 で 恐 怖 に
飲 ま れ そ う に な っ た 時
こ の 言 葉 に 助 け ら れ た三 重 大 学 人 文 学 部

受 験 は ピ ン チ で は

な く チ ャ ン   ス

東 京 都 立 大 学  法 学 部
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自 分 が 積 み 重 ね てき た 努 力 は 絶 対 に入 試 本 番 で の 自 分 を助 け て く れ る
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た と え 結 果 が ど う で あれ 、
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て 努 力 す る 経 験 は   一   生の 宝 に な る

1   月 の 共 通 テ ス ト 後 か ら 2   次 試 験 ま で が

一 番 き つ い 。 集 中 出 来 な い 日 も 必 ず あ り

ま す 。 そ ん な 時 は 、｢ そ う い う 日 も あ る さ 、

今 日 は 早 く 寝 て 明 日 頑 張 ろ う ｣ と 思 っ て

未 来 の 行 動 を 好 転 さ せ ら れ る よ う に

で き な い と 思 っ た
ら   で   き   な   い   。 無   理   だ   と
思 っ た ら 無 理 。
自 分 は で き る 、 大 丈 夫 と
毎 日 自 分 に
言 い 聞 か せ て

九 州 大 学 医 学 部

山 形 大 学 地 域 教 育 文 化 学 部



E T S ®   公 認 T O EI C ® （ L & R  テ ス ト ） オ ン ラ イ ン 教 材 　 T O EI C ®  O ffi ci al  L e a r ni n g  a n d  P r e p a r a ti o n  C o u r s e

E T S ®（ E d u c a ti o n al  T e s ti n g  S e r vi c e  ） と は ･ ･ ･ T O EI C ® 、T O E F L ® 、S A T 、G R E  等 、 約  2 0 0   の テ ス ト プ ロ グ ラ ム を 開 発 し て い る 世 界 最 大 の 非 営 利 機 関 で す 。

＜ 資 料 請 求 ＞

下 記 メ ー ル ア ド レ ス に お 名 前 、 ご 住 所 、O L P C ご 希 望 の 旨 を

以   下   ア ド レ   ス   に   お   送   り く だ   さ   い   。

t s b c @ t o s hi n. c o m

■ 受 講 期 間 ： 初 回 ロ グ イ ン 日 か ら 3 6 0 日 間

■ 受 講 料 ： 3 7, 4 0 0   円 （ 税 込 ）/  3 4, 0 0 0   円 （ 税 抜 ）

【 O L P C   の 特 長 】
❶ 英 語 力 別 の  3  モ ジ ュ ー ル ( M)  に 分 か れ て い ま す 。

　 （ ご 自 身 の レ ベ ル に 応 じ て ど こ か ら で も 取 り 組 め ま す ）

　 （ M 1 ： 4 0 0  ～  5 5 0  点 ・ M 2 ： 5 5 0  ～  7 5 0  点 ・ M 3 ： 7 5 0  ～  9 9 0  点 を

　 目 標 と し て い ま す )

❷  E T S  の サ ー バ ー に ア ク セ ス す る オ ン ラ イ ン 教 材 で す の で 、 世 界 中 の ど こ か

　 ら で も い つ で も ア ク セ ス し て 学 習 す る こ と が で き ま す 。

❸ T O EI C ® の テ ス ト 元 に よ る 試   験 を 解 く 際 の 「 ス ー パ ー ヒ ン ト ( Ti p s ＝ こ つ ) 」 が

　   提   示 さ れ ま す 。

❹ 「 本 試 験 模 試 ( フ ァ イ ナ ル テ ス ト( 2 0 0  問 × 4  種 類 ) の 採 点 機 能

　 （ 本 試 験 と 全 く 同 様 の ス コ ア レ ポ ー ト が 即 時 に 確 認 可 能 ） 」 も 付 い て い ま す 。

　  ス コ ア 向 上 に 必 要 な 参 照  Ti p s  も 明 示 さ れ ま す 。

❺ グ ロ ー バ ル 標 準 コ ン テ ン ツ を 東 進 が ロ ー カ ラ イ ズ

　 （ 日 本 語 解 説 ・ 日 本 語 訳 ）

＜ 推 奨   P C   環 境 ＞

■ Wi n d o w s  1 0 ( 6 4 ビ ッ ト バ ー ジ ョ ン の み )

■ Wi n d o w s  1 1 ( 6 4- ビ ッ ト バ ー ジ ョ ン ) 

■ M a c  O S X  1 0. 7 ( Li o n)

※ ス マ ー ト フ ォ ン ・ タ ブ レ ッ ト で は 正 常 に 動 作 い た し ま せ ん の で ご 了 承 く だ さ い

【 O L P C   の 構 成 】

1   P er s o n n el

2    O ffi c e s

3   P ur c h a si n g

4    Di ni n g  O ut

5    G e n er al  B u si n e s s

6    E nt ert ai n m e nt

7    M a n uf u ct uri n g

8    Tr a v el

1   P er s o n n el

2    E nt ert ai n m e nt

3    Tr a v el

4    Di ni n g  O ut

5    T e c h n ol o g y

6   P ur c h a si n g

7    G e n er al  B u si n e s s

8    O ffi c e s

1    H e alt h

2   P ur c h a si n g

3   P er s o n n el

4    G e n er al  B u si n e s s

5    Fi n a n c e  a n d  B u d g et

6    Tr a v el

7    O ffi c e s

8    Di ni n g  O ut

O L P C

M o d ul e  １

T O EI C   ス コ ア

4 0 0- 5 5 0   対 象

M o d ul e  2

T O EI C   ス コ ア

5 5 0- 7 5 0   対 象

M o d ul e  3

T O EI C   ス コ ア

7 5 0- 9 9 0   対 象

U ni t （ T o pi c ）

近 く に 東 進 の 校 舎 が 無 い 高 校 生 が 対 象 で す 。

今 す ぐ 資 料 請 求 ➡

自   宅   の   パ ソ コ ン で

難 関 大 現 役 合 格

w w w. t o s hi n- z ai t a k u. c o m
2 0 2 4 年 度 生 入 学 受 付 中 ！

I T 授 業 で 繰 り 返 し 受 講 で き 苦 手 を 克 服I T 授 業 で 繰 り 返 し 受 講 で き 苦 手 を 克 服

　 東 進 の 繰 り 返 し 受 講 で き 苦 手 を 徹 底 的 に 無 く すI T 授 業 が 魅 力 的 だ と 思 い 、 時 間 も 節 約 で き る

在 宅 受 講 コ ー ス に 入 学 し ま し た 。 学 校 の 通 学 時 間 を 利 用 し て 高 速 マ ス タ ー 基 礎 力 養 成 講 座 で 英

単 語 の 修 得 も し ま し た 。 コ ー チ ン グ タ イ ム で は 担 任 に 相 談 で き た り 学 習 方 法 の 提 案 も あ り 、 自 宅

で 一 人 の 学 習 で し た が モ チ ベ ー シ ョ ン が 上 が り ま し た 。 ま た こ の コ ー ス に は 毎 日 質 問 も 対 応 で き

る シ ス テ ム も あ っ た の で 安 心 感 が あ り ま し た 。

【 三 輪 さ ん の 合 格 体 験 記 よ り 抜 粋 】

お 茶 の 水 女 子 大 学  生 活 科 学 部  現 役 合 格

三 輪  優 奈 さ ん
（ 神 奈 川 県  私 立 洗 足 学 園 高 校 卒 ）
■ 高   1   生  1 0   月 入 学
■ 主 な 受 講 講 座
　 今 井 宏 の 英 語   C   組 ・ 基 礎 力 完 成 教 室
　 飛 翔 の た め の 英 文 読 解 講 義 （ 応 用 ）
　 テ ー マ 別 数 学 Ⅰ ・ A   ／ Ⅱ ・ B
　 大 学 入 学 共 通 テ ス ト 対 策  世 界 史
　 過 去 問 演 習 講 座  お 茶 の 水 女 子 大
■ そ の 他 合 格 大 学
　 立 教 大 学 社 会 学 部 、 日 本 女 子 大 学 家 政 学 部 　 他

新 年 か ら 自 宅 で 東 進 を は じ め ま せ ん か ？
　 　 　 　 在 宅 受 講 コ ー ス 新 年 度 受 付 開 始
新 年 か ら 自 宅 で 東 進 を は じ め ま せ ん か ？
　 　 　 　 在 宅 受 講 コ ー ス 新 年 度 受 付 開 始
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 『  英  語  長  文  レ  ベ  ル  別  問  題  集  』で

　を 高   め よ う速 読 力速 読 力 君 の 学 び を バ ッ ク ア ッ プ ! 

    今 月の
イ  チ   オ   シ ！

東   進   ブ ッ ク ス

絶 賛 発 売 中 の 『 英 語 長 文 レ ベ ル 別 問 題 集 』 シ リ ー ズ

は 、 英 文 の 読 解 力 や 速 読 力 を 高 め た い す べ て の 高

校 生 必 携 の 問 題 集 で す 。「 音 読 動 画 」 と 「 リ ス ニ ン グ

動 画 」 も 視 聴 で き る の で 、 問 題 を 解 い た 後 に も 徹 底

的 に ト レ ー ニ ン グ す る こ と が で き ま す 。 著 者 自 ら 本 書

の   使   い   方 を 説   明 し て い る 「 ガ イ ダ ン ス 動   画   」 も ぜ   ひ

ご   覧   く だ  さ  い ！

今   す   ぐ   チ   ェ  ッ   ク ！

東   進   ブ ッ ク ス

公 式 S N S

①  超 基 礎 編 ②  初 級 編 ③  標 準 編 ④  中 級 編 ⑤  上 級 編 ⑥  最 上 級 編

高 校 受 験 レ ベ ル
英 検 ３ 級 合 格 レ ベ ル

大 学 受 験 基 礎 レ ベ ル
英 検 準 ２ 級 受 験 レ ベ ル

入 試 標 準 レ ベ ル の
読 解 力 ・ 解 答 力 修 得

英 検 準 ２ 級 合 格 レ ベ ル

共 通 テ ス ト ・
中 堅 私 大 合 格 レ ベ ル
英 検 ２ 級 合 格 レ ベ ル

有 名 私 大 ・ 上 位 国 公 立 大
合 格 レ ベ ル

英 検 準 １ 級 受 験 レ ベ ル

難 関 私 大 ・ 難 関 国 公 立 大
合 格 レ ベ ル

英 検 準 １ 級 合 格 レ ベ ル

英 語 長 文 を 超 基 礎 か ら
学 習 し た い 人

や さ し い 長 文 で 速 読 力 を
身 に つ け た い 人

大 学 入 試 標 準 レ ベ ル の 長 文
を 読   め る よ う に な り た   い   人

英  文  を 「  速  く  」「  正  確  に  」
読   め る よ う に な り た   い   人

英 語 長 文 を 得 意 分 野 に し 、
強 力 な 得 点 源 に し た い 人

東   大 ・ 早   慶   上   智   な   ど   の
最 難 関 大 学 合 格 を 目 指 す 人

1 4 4 頁 1 4 4 頁 1 4 4 頁     1 6 8 頁                1 6 8 頁 1 9 2 頁

安 河 内 哲 也 ／ 大 岩 秀 樹
9 9 0 円 9 9 0 円 9 9 0 円 9 9 0 円 1, 1 0 0 円 1, 1 0 0 円

9 7 8- 4- 8 9 0 8 5- 9 2 1- 4 9 7 8- 4- 8 9 0 8 5- 9 2 2- 1 9 7 8- 4- 8 9 0 8 5- 9 2 3- 8 9 7 8- 4- 8 9 0 8 5- 9 2 4- 5 9 7 8- 4- 8 9 0 8 5- 9 2 5- 2 9 7 8- 4- 8 9 0 8 5- 9 2 6- 9

  

目 標 到 達 点

対 象

頁 数

著 者

定 価 （ 税 込 ）

I S B N

  

書 籍 の
紹 介 動 画 は

こ ち ら

4 6   4 7▼ ▼

重 要 語 句 リ ス ト

L e s s o n

04

L e s s o n  0 4  （ 4 ／ 5 ）　 問 題 文 → 設 問 → 解 答 ・ 解 説 → 構 造 確 認

0

5

1 0

1 5

❶

□ a  w e e k ○熟 1   週 間 に つ き

□ p er s o n ○名 人

□ s p e a k t o  ～ ○熟 ～ に 話 し か け る

□ i n  E n gli s h ○熟 英 語 で

□ all  ki n d s  of  ～ ○熟 あ ら ゆ る 種 類 の ～

□ a s k  ～  a  q u e sti o n ○熟 ～ に 質 問 を す る

□ W h er e  ar e  y o u fr o m ? ○熟 ど ち ら の ご 出 身 で す か

□ W h at  d o  y o u  d o ? ○熟 お 仕 事 は 何 で す か

□ W h at  d o  y o u t hi n k  of  ～ ?

○熟 ～ を ど う 思 い ま す か

❷

□ w o n d er  h o w  S  V ○熟 ど の よ う に し て Ｓ は Ｖ す る

の か と （ 不 思 議 に ） 思 う

□ si g n ○名 標 識 ， 標 示

□ f a c e ○名 顔

□ l o o k li k e  ～ ○熟 ～ に 似 て い る ，

～ の よ う に 見 え る

□ tr u e ○形 本 当 で あ る

□ li g ht ○形 明 る い ， 軽 い

□ s ki n ○名 皮 膚 ， 肌

□ e y e ○名 目

□ Fr e n c h ○名 フ ラ ン ス 人

□ R u s si a n ○名 ロ シ ア 人

□ D ut c h ○名 オ ラ ン ダ 人

□ ot h er ○形 他 の

□ a l ot ○熟 大 い に ， と て も

□ ot h er s ○代 他 の 人 ［ も の ］ た ち

❸

□ d o n’t  mi n d if  S  V ○熟 Ｓ が Ｖ し て も 気 に し な い

□ pr a cti c e ○動 ～ を 練 習 す る

□ c o n v er s ati o n ○名 会 話

□ i n f a ct ○熟 実 際 ， 実 は

□ s a y  h ell o t o  ～ ○熟 ～ に こ ん に ち は と 言 う

［ あ い さ つ す る ］

□ s u p er m ar k et ○名 ス ー パ ー マ ー ケ ッ ト

□ n e ar ○前 ～ の 近 く の ［ に ］

□ d e ci d e t h at  S  V ○熟 Ｓ が Ｖ す る と 判 断 す る

□ b e c a u s e  S  V ○接 Ｓ が Ｖ す る の で

□ l o o k  C ○動 Ｃ の よ う に 見 え る

□ W e st er n ○形 西 洋 の

□ m a k e  O  C ○動 Ｏ を Ｃ に す る

□ a n gr y ○形 怒 っ て い る

□ P ort u g al ○名 ポ ル ト ガ ル

【 和 訳 】

❶     週 に 2 ， 3   回 ， 日 本 人 が 路 上 や 電 車 の 中 で 私 を

呼 び と め ， 英 語 で 話 し か け て く る 。 こ う し た 人 々

は ， 私 に あ ら ゆ る 種 類 の 質 問 を す る 。 「 ど ち ら の

ご 出 身 で す か 」 「 お 仕 事 は 何 で す か 」 「 日 本 人 の 男

性 を ど う 思 い ま す か 」 。 し か し ， 彼 ら が 決 し て し

な い 質 問 は ， 「 あ な た は 英 語 を 話 し ま す か 」 で あ

る 。

❷     こ う し た 人  々 は ， 私 が 英 語 を 話 す こ と を ど う

や っ て 知 る の だ ろ う か ， と 私 は い つ も 思 う 。 「 私

は 英 語 が 話 せ ま す 」 と い う 大 き な 標 識 が 私 の 顔 に

つ い て い る の だ ろ う か 。 私 は 英 語 を 話 す 人 の よ う

な 外 見 を し て い る 。 こ れ は 確 か で あ る 。 私 は 明 る

い 茶 髪 で ， 色 白 で ， 目 は 青 い 。 し か し ， 私 と 全 く

同 じ よ う な 外 見 の フ ラ ン ス 人 ， ロ シ ア 人 ， オ ラ ン

ダ 人 ， そ し て そ の 他 の 国 の 人  々 は た く さ ん い る 。

中 に は 英 語 を 話 す 人 も い る が ， 他 の 多 く は 英 語 を

話 さ な い 人  々 で あ る 。

❸     人  々 が 私 と 一 緒 に 少 し 英 会 話 の 練 習 を す る の

は か ま わ な い 。 実 際 ， 私 が と て も 仲 の 良 い 友 人 の

1   人 に 最 初 に 出 会 っ た の は ， 近 所 の ス ー パ ー で こ

ん に ち は と 声 を か け ら れ た と き だ っ た 。 し か し こ

れ ら の 人  々 は ， 私 が 西 洋 人 「 ら し く 見 え る 」 た め

に ， 私 が 英 語 を 話 せ る と 判 断 し て い る 。 こ の こ と

が ， 時 に 私 を 腹 立 た し く さ せ る こ と が あ る 。 私 は

英 語 で 話 し か け て き た 人 に 対 し て ， 「 す み ま せ ん ，

私 は ポ ル ト ガ ル 出 身 で す 。 英 語 は う ま く 話 せ ま せ

ん 」 と 日 本 語 で 言 う こ と が あ る 。
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S
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L e s s o n  0 4

構 造 確 認

L E V E L- 3

構 文 解 説

1 S は o n e q u e sti o n の 後 ろ に 関 係 詞 節 が 続 い て い る （ t h e y の 前 に 目 的 格 の 関 係 代 名 詞 t h at

[ w hi c h ] が 省 略 さ れ て い る ） 形 。

2 文 全 体 は T h e r e a r e S.「 S が い る 」 の 構 造 で ， S が 長 く な っ て い る 。 w h o は 主 格 の 関 係 代 名

詞 で ， 先 行 詞 は a l ot    ～ p e o pl e 。

3 t h e m は 前 文 の S 「 私 と 外 見 が と て も よ く 似 て い る 人  々 」 を 指 す 。 d o n ot は d o n ot s p e a k

E n gli s h の 意 味 。

4 I s a y (i n J a p a n e s e ) t o X は 「 私 は （ 日 本 語 で ） X に 言 う 」 の 意 味 。 そ の 後 ろ の 引 用 符 内 が

具 体 的 な 発 言 の 内 容 。 X は t h e p e r s o n の 後 ろ に w h o で 始 ま る 関 係 詞 節 が 続 い て い る 。

[ 　]＝ 名 詞 ＝ 修 飾 さ れ る 名 詞 < 　 > ＝ 形 容 詞 ・ 同 格 ( 　)＝ 副 詞

S ＝ 主 語 V ＝ 動 詞 O ＝ 目 的 語 C ＝ 補 語 ′＝ 従 節

復 習 の P OI N T
復 習 の P OI N T !!

『 英 語 長 文 レ ベ ル 別 問 題 集 ③  標 準 編 【 改 訂 版 】 』 よ り

1 文 1 文 の 記 号 を 確

認 し て 、 構 造 を 正 し

く 理 解 し よ う 。 特 に

注 意 す べ き 文 に は

「 構 文 解 説 」 も 付 い

て い ま す 。

「 和 訳 」 で 英 文 の 意 味 を 正 し く 理 解 し よ う 。

「 重 要 語 句 リ ス ト 」 を チ ェ   ッ ク 。
知 ら な い 表 現 が あ っ た ら 覚 え て し ま お う 。

各 L e s s o n の 最 後 に あ

る 「 構 造 確 認 」 は と て

も   大   切   で   す   。 自   分   で   説

明 で き る よ う に な る ま

で 読 み 込 も う 。

イ チ オ シ P OI N T
イ チ オ シ P OI N T !!

▶ ガ イ ダ ン ス 動 画
著 者 自 身 が 本 書 の 使 い 方 を 解
説 し ま す 。

▶ 音 読 動 画
ネ イ テ ィ ブ と 一 緒 に 音 読 す る
動 画 で す 。

▶  リ ス ニ ン グ 動 画
本 文 の ス ク リ プ ト（ 字 幕 ）付 き の
音 声 動 画 で す 。

充 実 の
動 画 コ ン テ ン ツ11

特 長特 長 充 実 の 音 声

す べ て の 問 題 文（ 英 文 ） は 読 み 上 げ 音 声

付 き 。 ア メ リ カ 英   語 ・ イ ギ リ ス 英   語 ・ イ

ン ド 英 語 の ３ 種 類 を 収 録 し て い ま す 。

22
特 長特 長

良 質 な 長 文 問 題

実 際 の 入 試 問 題 を 厳 選 し て 収 録 。 最

新 の 出 題 傾 向 に 合 わ せ て 、 英 文 を 各

レ ベ ル ３ ～ ４ 題 差 し 替 え ま し た 。

33
特 長特 長

自 分 に

合 っ た

レ ベ ル か ら

始 め   よ   う ！

3

2

1



資 料 請 求 サ イ ト へ

必 要 項 目 を 入 力

お 名 前 や 住 所 、 資 料 送 付 希 望 の 大 学 を

8   校 ま で 選 ん で 入 力 し て く だ さ い 。

入 力 内 容 を 確 認 し て

資 料 を 請 求

５ 分 程 度 で 手 続 き は 完 了 し ま す 。 ご 希 望

の 大 学 の 資 料 を 、 大 学 か ら 直 接 お 送 り し

ま す 。

中 部▼

2 0 2 4 年 1 月 号  資 料 請 求 係   行

料 金 受 取 人 払 郵 便

武 蔵 野 局 承 認

令 和 7 年 1 0 月
3 1

5 1 1 8

1.  □ 東 進 へ の 資 料 請 求

2.  □ 大 学 へ の 資 料 請 求 （ 願 書 で は あ り ま せ ん の で ご 注 意 く だ さ い ）

東 進 の 入 学 案 内 な ど を 無 料 で お 送 り し ま す 。

岩 手 医 科 大 学 

酪 農 学 園 大 学 
 

大 妻 女 子 大 学 
大 妻 女 子 大 学 短 期 大 学 部 

学 習 院 大 学 
学 習 院 女 子 大 学 
神 奈 川 大 学 （ 〒 2 0 0 円 ）  

北 里 大 学 
慶 應 義 塾 大 学 （ 〒 2 0 0 円 ）

青 山 学 院 大 学 （ 〒 3 0 0 円 ）

 

工 学 院 大 学 
芝 浦 工 業 大 学 

城 西 大 学 

白 百 合 女 子 大 学 

湘 南 医 療 大 学 

成 城 大 学 

順 天 堂 大 学  国 際 教 養 学 部 

聖 心 女 子 大 学 

大 東 文 化 大 学 
清 泉 女 子 大 学 

高 崎 健 康 福 祉 大 学 

玉 川 大 学 
拓 殖 大 学 

多 摩 美 術 大 学 
中 央 大 学 

津 田 塾 大 学 （ 〒 2 0 0 円 ）  
帝 京 平 成 大 学 
東 京 海 洋 大 学 

東 京 都 市 大 学 

東 京 電 機 大 学 

東 京 農 業 大 学 

東 京 工 科 大 学 

東 京 薬 科 大 学 

東 邦 大 学 
獨 協 大 学 

日 本 女 子 大 学 

日 本 大 学  経 済 学 部 
日 本 大 学  生 物 資 源 科 学 部 

日 本 大 学  法 学 部 
日 本 大 学  薬 学 部 

フ ェ リ ス 女 学 院 大 学 

武 蔵 大 学 
武 蔵 野 美 術 大 学 

目 白 大 学 

立 教 大 学 （ 〒 2 0 0 円 ）

明 治 大 学 （ 〒 2 0 0 円 ）

明 治 学 院 大 学 （ 〒 2 0 0 円 ）

明 海 大 学 

早 稲 田 大 学 （ 〒 2 0 0 円 ）

法 政 大 学 （ 〒 2 0 0 円 ）

静 岡 福 祉 大 学 
中 京 大 学 
中 部 大 学 

（ 〒 2 0 0 円 ）南 山 大 学 

名 城 大 学 

金 沢 工 業 大 学 
 

関 西 大 学 

近 畿 大 学 
京 都 先 端 科 学 大 学

関 西 学 院 大 学 

同 志 社 女 子 大 学 
同 志 社 大 学 

佛 教 大 学 
立 命 館 大 学 

龍 谷 大 学 

 

 

西 南 学 院 大 学 
立 命 館 ア ジ ア 太 平 洋 大 学 

 北 海 道 ・ 東 北▼

▼ 近 畿 

▼ 九 州 

▼ 関 東 ・ 甲 信 越 

※ 1 　 メ ー ル で も 資 料 請 求 が で き ま す 。 　 宛 先 　 ti m e s @ t o s hi n. c o m

　 　 　 メ ー ル タ イ ト ル に 「 大 学 資 料 請 求 」 、 本 文 に ① 資 料 を 請 求 し た い 大 学 名 （ 最 大   8   校 ）

　 　 　 ② 氏 名  ③ 郵 便 番 号  ④ 住 所  ⑤ 電 話 番 号  ⑥ 高 校 名  ⑦ 東 進 生 の 場 合 は 通 学 校 舎  を 記 載

※ 2 　 大 学 名 の 後 に 金 額 記 載 の な い 場 合 、 資 料 は 無 料 で 請 求 で き ま す 。 な お 、 金 額 記 載 の あ る 場 合 は 、 　

　 　 　 資 料 到 着 後 に 大 学 か ら 案 内 が あ り ま す の で そ れ に 従 っ て く だ さ い 。

※ 3 　 女 子 大 学 へ の 資 料 請 求 は 女 性 の 方 に 限 定 さ せ て い た だ き ま す 。

※ 4 　 同 一 大 学 へ 複 数 資 料 請 求 し た 場 合 は   1   件 の み 有 効 で す 。

※ 5 　 大 学 か ら の 送 付 に は 、 お 時 間 を い た だ く 場 合 が あ り ま す 。

※ 6 　 2 0 2 4   年 度 版 の ご 案 内 は 大 学 に よ り 発 送 時 期 が 異 な り ま す 。 各 大 学   H P   を ご 確 認 く だ さ い 。

中 （ 　 ）  ・  高 1  ・  高 2  ・  高 3  ・  高 卒

本 人 ・ 父 ・ 母 ・

そ の 他 ( 　 　 　 　 　 )

属 性

第 一 志 望 校

3.  東 進 の 講 師 陣 へ 勉 強 に つ い て の 質 問 、 東 進 タ イ ム ズ の 感 想 な ど が あ り ま し た ら 、 ご 記 入 く だ さ い 。

連 絡 先

志 望 校 が 決 定 し て い な い 場 合 は 、 希 望 の 学 部 を 記 入 し て く だ さ い 。

東 京 理 科 大 学 （ 〒 2 0 0 円 ）

上 の   Q R   コ ー ド を 読 み 取 っ て 、 資 料 請 求 サ

イ ト に ア ク セ ス し て く だ さ い   。

ス マ ホ で も
大 学 の 資 料 が
請 求 で き ま す ！

右 の ハ ガ キ で こ ん な こ と が で き ま す ！

1.   東 進 へ の 資 料 請 求

2.   大 学 へ の 資 料 請 求

3.   講 師 へ の 質 問

　  東 進 タ イ ム ズ の 感 想

ハ ガ キ に 記 載 さ れ た 個 人 情 報 は 、 資 料 請 求 へ の 対 応 、 個 人 を 特 定 し な い 形 で

の 調 査 統 計 お よ び 進 学 に 関 す る 情 報 提 供 な ど 、 東 進 か ら の お 知 ら せ 、 イ ベ ン

ト や 進 路 情 報 な ど の 案 内 送 付 の た め に 利 用 さ せ て い た だ き ま す 。 大 学 資 料 を

お 申 し 込 み の 場 合 は 、 大 学 か ら 直 接 資 料 を 送 付 す る 目 的 で 、 ご 記 入 い た だ い

た 個 人 情 報 （ 氏 名 、 住 所 、 電 話 番 号 、 性 別 、 在 籍 ま た は 出 身 高 校 名 、 学 年 ）

を 各 大 学 へ 提 供 し ま す 。

8  7  9  0

東 京 女 子 大 学 （ 〒 2 0 0 円 ）
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T O S H I N   I N F O R M A T I O NT O S H I N   I N F O R M A T I O N

T E S T   S C H E D U L E

編
集
室

写 真 ： 原 田  圭 介 、 藤 井  亜 樹 　 取   材 ・ 文 ： 朝   日  拓 郎 、 大  越  裕 　   校   正 ・ 校   閲 ： 藤   田     久   美   子

模   試   の   受   験   会   場   や   申   込   み   方   法   、 教   科 ・ 科   目 ・ 試   験   時   間 ・ 配   点   、 時   間   割   等   に   つ   い   て  は

東 進 の ウ ェ ブ サ イ ト（ w w w.t o s hi n. c o m ）か お 近 く の 校 舎 で ご 確 認 く だ さ い 。

今   後 の 状   況 に よ っ て は 変   更 が あ る 場   合 が あ り ま す 。 最   新 の 情   報 は H P を ご 確   認 く だ さ い 。

Q  R  コ  ー ド  を  読  み  取  れ  ば  、 す  ぐ  に  確  認  で  き  ま  す  。

お  申   し   込   み   は   こ   ち   ら ！

1 /2 0    2 1土 日 最 終  １ 月  東 大 本 番 レ ベ ル 模 試

東 大 二 次 試 験 と 同 じ 出 題 形 式 ・ レ ベ ル 　

1 /2 0    2 1土 日 最 終  １ 月  京 大 本 番 レ ベ ル 模 試

京 大 二 次 試 験 と 同 じ 出 題 形 式 ・ レ ベ ル 　

1 /2 1   日 最 終  1 月  早 慶 上 理 ・ 難 関 国 公 立 大 模 試

早 慶 上 理 、 難 関 国 公 立 ・ 私 立 大 入 試 で 求 め ら れ る 論 理 力 ・ 思 考 力 を 養 成

2 /2 5   2 6 月日 東 大 入 試 同 日 体 験 受 験

東 大 二 次 試 験 当 日 、 受 験 生 と 同 じ 問 題 に チ ャ レ ン ジ ！

1 /2 1   日 最 終  1 月  全 国 有 名 国 公 私 大 模 試

有 名 国 公 立 ・ 私 立 大 入 試 で 求 め ら れ る 判 断 力 ・ 思 考 力 を 養 成

2 /2 5    2 6 月日 東 北 大 入 試 同 日 体 験 受 験

東 北 大 二 次 試 験 当 日 、 受 験 生 と 同 じ 問 題 に チ ャ レ ン ジ ！

2 /2 5    2 6 月日 名 大 入 試 同 日 体 験 受 験

名 大 二 次 試 験 当 日 、 受 験 生 と 同 じ 問 題 に チ ャ レ ン ジ ！

1
2
3

特 長

特 長

特 長

1
2
3

特 長

特 長

特 長

試 験 実 施 か ら 中 7 日 で 成 績 表 を ス ピ ー ド 返 却

今 後 の 学 習 指 針 が 明 ら か に な る 充 実 の 成 績 表

共 通 テ ス ト 後 の 模 試 は 東 進 だ け

1
2
3

特 長

特 長

特 長

試 験 実 施 か ら 中 8 日 で 成 績 表 を ス ピ ー ド 返 却

今 後 の 学 習 指 針 が 明 ら か に な る 充 実 の 成 績 表

共 通 テ ス ト 後 の 模 試 は 東 進 だ け

受 験 生

受 験 生

受 験 生

受 験 生

新 高 ３ 生 新 高 ２ 生

新 高 ３ 生 新 高 ２ 生

新 高 ３ 生 新 高 ２ 生

共   通   テ   ス ト   同   日   体   験   受   験1 /1 3    ・ 1 4土 日

大   学   入   学   共   通   テ ス ト と 同 じ 日 に   全   国   の   試   験   会   場   で   挑   戦   で き る の   は   東   進   だ け

2 0 2 4 年 共 通 テ ス ト × 新 課 程 対 応 の 試 験 を 受 験 生 と 「 同 じ 日 」 に チ ャ レ ン ジ

日 本 最 大 ※ の 受 験 者 数 で 全 国 で の 立 ち 位 置 が 正 確 に わ か る ※ 東 進 調 べ

詳 細 な 分 析 が 示 さ れ た 充 実 の 成 績 表 と 合 格 指 導 解 説 授 業 （ 全 教 科 ） で 学 力 を 伸 ば す

標 準レ ベ ル

　 今 号 の P 9 で は 昨 年 志 望 校 に 合 格 し た 先 輩 た ち が 得 た 教 訓 や 後 輩 に 伝 え た い こ と を 、

激 励 メ ッ セ ー ジ と い う 形 で 紹 介 し て い ま す 。 本 気 で 取 り 組 ん だ か ら こ そ の 言 葉 ば か り

で す 。 ぜ ひ 読 ん で み て く だ さ い 。

　 大 学 入 学 共 通 テ ス ト が 目 前 に 迫 っ て き ま し た 。 今 月 号 で は 東 進 の 担 任 助 手 の 皆 さ ん

に イ ン タ ビ ュ ー を 行 い 、 受 験 を 経 験 し た か ら わ か っ た こ と 、 注 意 点 を 紹 介 し て い ま す 。

お 餅 が 利 尿 作 用 を 抑 え る と は 初 め て 知 り ま し た 。 学 習 面 で も 生 活 面 で も で き る こ と は

積 極 的 に 取 り 入 れ て 本 番 を 迎 え ま し ょ う 。

編   集   担   当 ・ 栗   田

編   集   担   当 ・ 室   賀

新 高 ３ 生 新 高 ２ 生



1 2T O S HI N  TI M E S  2 0 2 4

近 の 自 動 車 に は 膨大 な 数 の ソ フ ト

ウ ェ ア が 搭 載 さ れ て い る 。自 動 運 転 車 で な く と も プレ ミ ア ム ク ラ ス の 車 な ら 、プ ロ グ ラ ム の 総 行 数 は １億 行 を 超 え る 。 こ れ は
F
3 5戦 闘 機 と ボ ー イ ン グ

７ ８ ７ に 積 ま れ て い る ソフ ト ウ ェ ア の 行 数 を 足 した も の よ り 多 い 。 し か も自 動 車 に 積 ま れ る ソ フ トウ ェ ア の 行 数 は 年  々 、 指数 関 数 的 に 増 え て い る 。　
ソ フ ト ウ ェ ア の 用 途 の

一 例 が コ ネ ク テ ィ ッ ドサ ー ビ ス だ 。 マ ツ ダ で はユ ー ザ ー の 車 と ネ ッ トワ ー ク で つ な ぎ 、

2 4時 間

３ ６ ５ 日 ど の よ う な 状 況で も ユ ー ザ ー を サ ポ ー トす る サ ー ビ ス を 提 供 し てい る 。 万 が 一 、 重 大 な 事故 や 故 障 な ど を 起 こ し たと き で も 、

2 4時 間 体 制 で

ユ ー ザ ー を サ ポ ー ト し てく れ る か ら 安 心 だ 。　
た だ し コ ネ ク テ ィ ッ ド

サ ー ビ ス を 提 供 す る た めに 車 に 積 ま れ て い る ソ フト ウ ェ ア の 行 数 だ け で 、ざ っ と ４ ５ ０ ０ 万 行 ほ どあ る 。 こ の ソ ー ス コ ー ドの 文 字 数 を 新 聞 朝 刊 の 文字 数 に 換 算 す れ ば 、 実 に
3 0数 年 分 に な る 。

　
「 そ れ だ け 膨 大 な 数 の

ソ ー ス コ ー ド の 中 に 、た っ た 一 文 字 の バ グ が 紛れ 込 ん で い る だ け で も 、完 璧 な 安 全 運 転 を 保 て なく な る お そ れ が あ り ま す 。ま さ に 最 高 レ ベ ル の 安 全と 安 心 を 求 め ら れ る の が 、自 動 車 の ソ フ ト ウ ェ ア です 。 今 後 自 動 車 が い わ ゆる

C 
A 

S 
E

、 す な わ ち

C o n n e c t e d

（ つ な が り ）   、

A ut o n o m o u s

（ 自 動 運 転 ）   、

S h a r e d  &  S e r vi c e s

（ シ ェ

ア リ ン グ と サ ー ビ ス ）   、El e ctri c （ 電 気 自 動 車 ）   へ

と 転 換 し て い け ば 、 従 来

の ソ フ ト ウ ェ ア に 加 え て 、新 た に

A
Iの 果 た す 役

割 も 高 ま っ て い く は ず です 。 こ れ か ら の ク ル マ 作り の 決 め 手 の 一 つ は 、 間違 い な く ソ フ ト に な る でし ょ う 」 と 近 未 来 の 自 動車 の 姿 を 、 車 載 電 子 制 御シ ス テ ム の 開 発 に 長 年 携わ っ て き た 今 田 道 宏 さ んは 予 想 す る 。　
今 田 さ ん は １ ９ ６ ８ 年 、

広 島 で 生 ま れ た 。 故 郷 では マ ツ ダ と い え ば 、 と ても 身 近 な 存 在 で あ り 、 今田 さ ん も 幼 い 頃 か ら 自 動車 が 大 好 き だ っ た 。「 私 た ち の 子 ど も 時 代 には 、 プ ラ モ デ ル づ く り が大 流 行 し て い ま し た 。 毎月 の お 小 遣 い を も ら う と 、一 目 散 に お も ち ゃ 屋 さ んに 駆 け 込 ん で 新 し い プ ラモ デ ル を 探 す 。 と い っ ても 当 時 の プ ラ モ デ ル は 単純 で 単 三 電 池 と マ ブ チモ ー タ ー で 動 き 、 前 に しか 進 め ま せ ん 。 そ れ で も自 動 車 の プ ラ モ デ ル を 作る の が 何 よ り の 楽 し みだ っ た の で す 。 み ん な 広

な っ た の で す 」　
大 学 時 代 の 研 究 は 、 実

験 を す る に は 大 が か り な装 置 が 必 要 と な る た め 、ひ た す ら シ ミ ュ レ ー シ ョン で 進 め ら れ た 。 そ の 頃は ま だ 今 の よ う に 誰 も がパ ソ コ ン を 使 う 時 代 で はな く 、 今 田 さ ん が 使 っ てい た の は

大 型 計 算 機 セ   ン

タ ー の コ ン ピ ュ ー タ

だ 。

こ れ を ま る で プ ロ グ ラマ ー の よ う に 、 コ ンピ ュ ー タ 言 語 の

F o r t r a n

で コ マ ン ド ラ イ ン を 一 行ず つ 書 い て 動 か し て い た

と い う 。 そ の シ ミ ュ レ ーシ ョ ン 経 験 が 、 入 社 後 に生 き て く る 。　
マ ツ ダ 入 社 に 際 し て 今

田 さ ん は 、 胸 の 内 で 入 社後 の 自 分 の 役 割 を 決 め てい た と い う 。「 電 気 系 の 出 身 者 が 機 械メ イ ン の 企 業 に 行 く の だか ら 、 自 分 は 主 役 で は なく 、 あ く ま で も 脇 役 に 徹し よ う と 考 え て い ま し た 。

島 の 子 ど も で す か ら 、 仲間 内 で は マ ツ ダ の ス ポ ーツ カ ー ・ サ バ ン ナ

R
X-

３ が 大 人 気 で し た 」　
小 学 生 時 代 に 今 田 さ ん

は 、 日  々 の 通 学 時 に

“ 今

日 の ク ル マ

” を 決 め て い

た と も 語 る 。 家 を 出 る とき に 特 定 の 車 種 を 決 め てお き 、 登 下 校 の 間 に そ の車 を 見 た 台 数 を 数 え る のだ 。　
そ れ ほ ど の 車 好 き で も 、

中 学 か ら 高 校 へ と 進 む につ れ て 関 心 は 変 わ っ て いき 、 将 来 の 仕 事 と し て 自動 車 関 連 は 頭 に な か っ た 。京 都 大 学 工 学 部 で 選 ん だ専 攻 も 自 動 車 と は 関 係 のな い 電 磁 流 体 発 電 だ 。「 関 西 の 大 学 に 進 ん だ のだ か ら 、 い ず れ 就 職 先 も関 西 で と 考 え て い ま し た 。電 磁 流 体 発 電 と は 、 火 力発 電 所 の 総 合 効 率 を 高 める た め の 研 究 で す か ら 、研 究 室 の 就 職 先 ト ッ プ は電 力 会 社 で す 。 幸 い 卒 業す る 頃 は 超 売 り 手 市 場だ っ た の で 、 関 西 な ら 望み ど お り の 企 業 に 就 職 でき た と 思 い ま す 。 た だ 実家 の 事 情 で 広 島 に 戻 る 必要 が あ り 、 そ う な る と 就職 先 は マ ツ ダ の 一 択 と

車 が 大 好 き だ   っ   た

　

小 学 生 、   大 学 で は

　

電 磁 流 体 発 電   へ

　 　

進 む

プ ラ モ デ ル で は触 れ ら れ な か   っ   たエ ン ジ ン 部 門 を希 望

自 動 車 業 界
マ ツ ダ 株 式 会 社

Q & A
こ   れ   が   き き  た   い ！こ   れ   が   き き  た   い ！

マ ツ ダ に 入   社 し て エ ン ジ ン 制   御 に 携 わ っ た 今   田   道   宏 さ ん は 、

数  々 の 優 れ た エ ン ジ ン づ く り を 「 モ デ ル ベ ー ス 開 発 」 で 推 進 。

今 は 統 合 制 御 シ ス テ ム 開 発 の 先 頭 に 立 ち

AI 時 代 の 車 作 り に 挑 む 。

自 動 車 で も
導 入 が 進 む A I

そ の   活   用 の   決   め   手 と な る
デ   ー タ は 人 が   つ く る

AI 活 用 は 、 や は り 理 系 で な い と 難 し い で し ょ う か ？

ま   ず   、 自   分   で   ひ   と と   お  り   調   べ   て   み   ま し ょ う  。 E  V   自

体 は 確 か に C  O 2 を   出  し ま  せ   ん   。 で   も   充   電   す  る   電

気 や 電 池 を 作 る プ ロ セ ス で は ど う で し ょ う か 。 情

報 を 検 索 す る と き に は フ ィ ル タ ー バ ブ ル に 注 意

し 、 自 分 の 考 え 方 の 枠 を 広 げ る よ う 意 識 し て く だ

さ い   。

コ ン ピ ュ ー タ の 「 言 語 」 や プ ロ グ ラ ム の 「 文 法 」、 こ の 言 語 と 文

法 は 文 系 の こ と ば で す 。 つ ま り AI の 研 究 者 に も 文 系 出 身 の 人

が い ま す 。 理 系 だ け で な く 文 系 の 知 識 も 磨 い て 、 マ ル チ タ レ ン

ト を 目   指   す   べ き だ と 思   い ま す   。

QQ

P e rs o n al  D at a

今 田  道 宏
マ ツ ダ 株 式 会 社
執 行 役 員  統 合 制 御 シ ス テ ム 開 発 担 当

MI C HI HI R O I M A D A

マ ツ ダ の 街 、 広 島 県 生 ま れ 。 マ ツ ダ 車 に 囲 ま れ て 育 つ 。

広 島 大 学 附 属 中 学 校 入 学 。 電 気 に 興 味 を 持 ち 、 ラ ジ オ を 自 分 で

組 み 立 て た り 、 当 時 流 行 し て い た ア マ チ ュ ア 無 線 の 免 許 な ど も

取   得   。 目 に は 見 え な い に も 関 わ ら ず   、 明 か り を 点 け た り モ ー タ ー を

動   か し た り す る   電   気   の   お   も し ろ さ に   興   味   を   感 じ て   い  た   。

高 校 も 広 島 大 学 附 属 高 等 学 校 に 進 学 。

京 都 大 学 工 学 部 電 気 工 学 科 に 入 学 し 、

電 磁 気 学 研 究 室 で 電 磁 流 体 発 電 を 専 攻 。

マ ツ ダ 株 式 会 社 入 社

技 術 研 究 所 に て 水 素 自 動 車 の 制 御 シ ス テ ム 開 発 や 、

超 低 排 出 ガ ス 車 の 開 発 、『 制 御 系 開 発 革 新 』

（ モ デ ル ベ ー ス 開 発 の 試 行 ） な ど 、 シ ス テ ム 開 発 に 携 わ る

パ ワ ー ト レ イ ン 開 発 本 部 に て 、「 S K Y A C TI V- G 」 エ ン ジ ン の

制 御 シ ス テ ム 開 発 や 、 モ デ ル ベ ー ス 開 発 を 担 当

統 合 制 御 シ ス テ ム 開 発 本 部 に て 、

車 載 電 子 制 御 シ ス テ ム 群 の 先 行 開 発 な ど を 経 て 、

現 在 は 統 合 制 御 シ ス テ ム 開 発 担 当 の 執 行 役 員 を 務 め る

1 9 6 8

1 9 8 1

1 9 8 7

1 9 9 1

2 0 0 6

2 0 1 5

最

E V は 省 エ ネ に 最 適 な の で し ょ う か ？QQ



1 3 T O S HI N  TI M E S  2 0 2 4

「 い ろ い ろ 携 わ ら せ て もら っ た 中 で も 強 く 印 象 に残 っ て い る の が 、 ２ ０ ０６ 年 に パ ワ ー ト レ イ ン 開発 本 部 に 異 動 し て 関 わ った

S K Y A C TI V- G

エ ン ジ ン

の 開 発 で す 。 こ れ は 当 時の 量 産 ガ ソ リ ン エ ン ジ ンと し て は 、 世 界 初 の 高 圧縮 比

1 4.０ を 実 現 し ま し

た 。 そ の 結 果 、 エ ン ジ ンの 燃 焼 効 率 を 大 幅 に 向 上

で き て 、 燃 費 が 従 来 比 で
1 5％ ア ッ プ し た の で す 。

も ち ろ ん エ ン ジ ン の 制 御シ ス テ ム も 従 来 の も の とは 一 変 さ せ ま し た 。 ガ ソリ ン 車 で こ れ ほ ど の 低 燃費 を 達 成 し た の は マ ツ ダだ け で す 」　
こ れ か ら 電 気 自 動 車 が

な ぜ な ら 制 御 と は 数 学 で 、要 す る に 解 析 学 と 線 形 代数 か ら な る 化 け 物 の よ うな 領 域 で す 。 と に か く 訳が わ か ら な い の で 、 大 学時 代 は 近 寄 ら な い よ う にし て い ま し た 。 そ れ な のに ま さ か エ ン ジ ン 関 連 で制 御 担 当 に な る な ど 、 夢に も 思 い ま せ ん で し た 」　
と は い え 自 ら 望 ん だ エ

ン ジ ン 部 門 だ か ら 、 い まさ ら 嫌 と は 言 え な い 。 先輩 た ち に 教 わ り な が ら 、エ ン ジ ン を 制 御 す る プ ログ ラ ム コ ー ド を ひ た す ら書 き 続 け て い っ た 。 幸 いコ ー ド を 書 く の は 大 学 時代 か ら の 得 意 分 野 で あ る 。さ ら に 基 本 的 に シ ミ ュレ ー シ ョ ン し か で き なか っ た 大 学 と は 違 い 、 マツ ダ で は コ ー ド を 書 け ば 、そ の 結 果 を 実 際 に エ ン ジン を 動 か し て 確 認 で き る 。こ れ に は 大 き な や り が いを 感 じ た 。

ロ ー タ リ ー エ ン ジ ン の 開発 に 取 り 組 む と 発 表 し てい ま し た 。 排 気 ガ ス と して 湯 気 し か 出 さ な い 車 ！

　

な ん て カ ッ コ い い ん だ 、こ れ を や り た い と 思 っ たの で す 」　
望 み が か な っ て 配 属 さ

れ た の は 技 術 研 究 所 の エン ジ ン 部 門 、 と こ ろ が 担当 と し て 任 さ れ た 電 気 制御 で は 苦 労 し た と い う 。「 実 は 大 学 時 代 も 制 御 工学 が 苦 手 だ っ た の で す 。

今 か ら 思 え ば 、 ず い ぶ ん謙 虚 な 姿 勢 で す 。 そ れ でも た だ 一 つ 、 こ れ だ け はと い う 希 望 も 持 っ て い まし た 。 自 動 車 の 数 あ るパ ー ツ の 中 で 、 プ ラ モ デル で は ど う し て も 触 れ られ な か っ た も の が あ っ た 。そ れ は エ ン ジ ン で す 。せ っ か く 自 動 車 メ ー カ ーに 入 っ た の だ か ら エ ン ジン に 関 わ り た か っ た 。ち ょ う ど 入 社 の 前 年 に マツ ダ は 、 水 素 自 動 車 の

普 及 す る と 、 カ ー ラ イ フは ど の よ う に 変 わ る の だろ う か 。 車 の 基 本 的 な 構造 が 一 変 し 、 結 果 と し て車 の 使 い 方 や 付 き 合 い 方も 大 き く 変 わ る 。   「 だ か らこ そ 新 し い 価 値 観 を 創 り出 し た い 」 と 今 田 さ ん は語 る 。　
た と え ば モ ー タ ー は ガ

ソ リ ン エ ン ジ ン 出 力 率 が高 い 。 そ の た め 同 じ 出 力な ら 、 ガ ソ リ ン エ ン ジ ンよ り も 大 幅 に コ ン パ ク ト化 で き 、 そ の 分 だ け 室 内空 間 を 広 く と れ る 。 そ のス ペ ー ス を ど う 活 用 す るか 。 運 転 制 御 に 関 し て も 、モ ー タ ー の ほ う が 緻 密 にコ ン ト ロ ー ル で き る 。 さら に

A
Iが 車 を 変 え て

い く 。「

A
Iの 役 割 は ま ず 、   人

に 寄 り 添 う 方 向 で 高 ま って い く で し ょ う 。 た と えば 運 転 中 の ド ラ イ バ ー の表 情 を 、

A
Iが き め 細 か

く チ ェ ッ ク し て 、 事 故 につ な が り か ね な い 予 兆 をい ち 早 く 検 知 す る 。 仮 に注 意 力 が 散 漫 に な っ て いた り 、 体 の 不 調 を 発 見 する と 、

A
Iが 直 ち に 対 処

す る の で す 」　
期 待 が ふ く ら む 一 方 で

少 な く と も 当 分 の 間 は 、
A
Iに は で き な い 作 業 も

残 さ れ る と 今 田 さ ん は 強

調 す る 。 な か で も 決 定 的な の が

A
Iを 動 か す た め

の デ ー タ 作 成 、 そ れ も 良質 の デ ー タ 作 成 で あ る 。「 ２ ０ ４ ５ 年 に 予 想 さ れて い る シ ン ギ ュ ラ リ テ ィ 、つ ま り コ ン ピ ュ ー タ が 人間 を 超 え る ま で は 、 コ ンピ ュ ー タ を 動 か す た め のプ ロ グ ラ ム や デ ー タ は 、人 間 に し か 提 供 で き ま せん 。 だ か ら こ そ 、 人 は 人に し か で き な い 新 し い 発見 や よ り 良 い 達 成 目 標 づく り な ど に 集 中 す べ き です 。 そ の 代 わ り 、 機 械 でも で き る 作 業 な ら

A
I

な ど に ど ん ど ん 任 せ れ ばよ い の で す 」　
ど れ だ け

A
Iが 進 化

し て い く と し て も 、

A
I

を 動 か す た め の デ ー タ づく り は 、 当 分 の 間 は 人 が担 う し か な い 。　 「 そ れ が 、   こ れ か ら の 自動 車 づ く り を 支 え る 若 い人 た ち に と っ て 、 何 よ り大 切 な 仕 事 に な る で し ょう 」 と 今 田 さ ん は 結 ん でく れ た 。

11 世 界 で マ ツ ダ だ け が 量 産 化 に 成 功 し た

ロ ー タ リ ー エ ン ジ ン の   新   型 を 搭   載 し た プ ラ グ イ

ン ハ イ ブ リ ッ ド モ デ ル 「 マ ツ ダ M X - 3 0 

R ot ar y- E V 」（ 2 0 2 3 年 1 1 月 発 売 ）。 普 段 は

E  V  と し  て  使  え  、か  つ  ロ  ー  タ  リ  ー  エ  ン  ジ  ン  の  発  電

で 長 距 離 移 動 も 可 能 に し た 。 22 「 今 後 AI に

よ  っ  て   作  ら  れ   る   未   来   を   良   い   も   の   と し   て   い   き  た   い

と 思 う な ら 、 良 い デ ー タ が 必 要 で す 。 つ ま り 、

私 た ち の 一 つ ひ と つ の 行 動 が 良 い デ ー タ た

り う る か 、 そ ん な ふ う に 考 え て 行 動 し て ほ し い と

思  い  ま  す  」（  今  田  さ  ん  ）  33 リ チ ウ  ム イ オ ン   バ ッ テ

リ ー と モ ー タ ー の シ ス テ ム を 基   本 と し た 、 電 力

の み で 走 行 で き る マ ツ ダ の 電 動 化 技 術 「 e- S

K Y A C TI V  E V 」を 搭 載 し て い る 。

2

3

会   議 や 打 ち 合 わ せ で よ く ホ ワ イ ト ボ ー ト を 使   用

し ま  す   。   用   意  さ れ   て   い   る  マ  ー カ ー  が   出   に く か っ

た こ と が あ り 、 そ れ 以   来 自 分 で ホ ワ イ ト ボ ー ド

マ ー カ ー を 持 ち   歩   い   て い ま す   。   す ら す ら か け る

の は 気   持 ち い い で す 。

「 1 8   歳 ま で の 頑 張 り 方 が 3 0   歳 ま で の 自

分 を 作 る 。 」 と 聞 い た あ な た が 、 部   活 や 学   校

行 事 に も 精 一 杯 取 り 組 み 、 ま た 高 3   秋 の 引 っ

越 し で 生 活 環 境 が ガ ラ ッ と 変 わ る 中 、 バ イ ト

代 で 特 別 講 習 に 通 っ た り し な が ら 懸 命 に 頑

張 っ た こ と が 、 間 違 い な く 今 の 私 の 土 台 に

な っ   て   い   ま   す   。   本   当   に   あ り  が   と う   。

た だ 家   族 や   友   人 に い ろ い ろ わ が ま ま を

言 っ た の で 、 今 す ぐ は 難 し く て も 必 ず お 礼 を

言   っ   て   お   返   し を し   て   、   同 じ よ う な   人   が   い   た  ら

支   え   て   あ   げ   て く だ  さ い   。

な お 当 時 あ な た が 避 け て い た 科 目 も 結 構

大   切   な  こ と に   気   づ   き ま し  た   。   学   び   は   い   つ   か   ら

で も で   き ま す   が   、   学   ん   で   分   か   っ た  こ と を   使 う

こ と が   多   い   方   が   良   い   の   で   計   画   を   立   て   て   み   て

く だ  さ い   。

V U C A   や 激 動 の 時 代 と 言 わ れ 、 不 安 に 思

う こ と も あ り ま す が 、 逆 に 既 成 概 念 に 縛 ら れ

な い 新 た な 創 造 の 機 会 で す 。 前 を 向 い て 、 た

く さ  ん   コ ミ ュ   ニ   ケ   ー   シ ョ ン  し   て   、   た   く さ  ん   考   え

て 、   道 を 探 し 挑   戦 し て く だ さ い 。   私 も 少 し 先

で 、 あ な た や あ な た の 世   代 の 人 た ち が い る こ

と を 心 強 く 思 っ て 頑 張 り ま す 。

今 田   道 宏

高 校 時 代 の 自 分 へ

手   紙   を   書   い   て も ら   い   ま し  た

Letter  to  myself i n  my  hig hsc hool  d ays

It e m
お 仕 事お 仕 事

1

ホ   ワ イ ト ボ ー ドホ   ワ イ ト ボ ー ド

マ   ー   カ ーマ   ー   カ ー

広 島 駅 に ほ ど 近 い 場 所 に 立 地 す る マ

ツ ダ   本   社   。 エ ン ト ラ ン ス に は マ ツ ダ を 代

表   す る 自   動   車   が   展   示 さ れ  て  い  る  。

E
V 化
で 一

変 す る

車 の つ く り



選 考 方 法
出 願

入 試 日

2 0 2 4   年 度 一 般 入 試 （ 前 期 日 程 分 ）
一 般 入 試 前 期 日 程 （ 3   科 目 型 ） 入 試 特 待 生   1 0 0   名 試 験 会 場   2 7

個 別 学 力 検 査   3   科 目 （ 学 科 ご と で 指 定 ）
2 0 2 4 年 1 月 5 日 （ 金 ） ～ 1 月 1 6 日 （ 火 ）

2 0 2 4   年   1   月   3 0 日 （ 火 ） ・ 3 1 日 （ 水 ）

選 考 方 法
出 願

入 試 日

獣 医 学 科 一 般 入 試 前 期   A   日 程 試 験 会 場   2 7

個 別 学 力 検 査   3   科 目 （ 数 学 ・ 英 語 ・ 理 科 ）
2 0 2 4 年 1 月 5 日 （ 金 ） ～ 1 月 1 6 日 （ 火 ）

2 0 2 4   年   1   月   3 0 日 （ 火 ） ・ 3 1 日 （ 水 ）

選 考 方 法
出 願

入 試 日

一 般 入 試 前 期 日 程 （ 2   科 目 型 ） 入 試 特 待 生   8 0   名 試 験 会 場   1 7

個 別 学 力 検 査   2   科 目 （ 学 科 ご と で 指 定 ）
2 0 2 4 年 1 月 5 日 （ 金 ） ～ 1 月 2 1 日 （ 日 ）

2 0 2 4 年 2 月 5 日 （ 月 ） ・ 6 日 （ 火 ）

選 考 方 法
出 願

入 試 日

獣 医 学 科 一 般 入 試 前 期   B   日 程 試 験 会 場   1 7

個 別 学 力 検 査   3   科 目 （ 数 学 ・ 英 語 ・ 理 科 ）
2 0 2 4 年 1 月 5 日 （ 金 ） ～ 1 月 2 1 日 （ 日 ）

2 0 2 4 年 2 月 6 日 （ 火 ）

〒 7 0 0- 0 0 0 5

岡 山 県 岡 山 市 北 区 理 大 町 １ － １

入 試 広 報 部

T E L: 0 8 6- 2 5 6- 8 4 1 2 
■ 理 学 部 　 ■ 工 学 部 　 ■ 情 報 理 工 学 部 　 ■ 生 命 科 学 部 　 ■ 生 物 地 球 学 部 　 ■ 教 育 学 部 　 ■ 経 営 学 部 　 ■ 獣 医 学 部 （ 今 治 キ ャ ン パ ス ） 　 ■ ア ク テ ィ ブ ラ ー ナ ー ズ コ ー ス

８ 学 部 2 0 学 科 １ コ ー ス の 多 彩 な 学 び   私 の 「 　 　 　 　 」 、 育 成 中 ！ワ ク ワ ク

入 試 情 報 ・

資 料 請 求 は こ ち ら か ら

上 記 の ほ か 共 通 テ ス ト 利 用 入 試 も あ り ま す 。 出 題 科 目 や 学 外 試 験 会 場 の 情 報 は 下 記   Q R   コ ー ド よ り ご 確 認 く だ さ い 。

受 験 生
必   見 ！

  ほ か に は な い 東 進 だ け の 

  的 確 な 合 否 判 定 

2 0 2 4

決   定   的   に   違 う 東   進   の   判   定

大 学 入 学 共 通 テ ス ト

※  サ  イ ト  の  イ メ ー  ジ  は  実  際  の  画  面  と  は  異  な  る  可  能  性  が  あ り ま  す  。

今   す ぐ
登   録 ！

　 毎 年 、 多 く の 受 験 生 が 活 用 し て い る 東 進 の 解 答 速 報 。 ど こ よ り

も 正   確 に   、 ど こ よ り も 早 く 解   答 を 掲   載 し ま す   。   今   年 も 、 試   験   終   了   直

後 か ら 順 次 情 報 を 公 開 し て い き ま す 。 マ ー ク し た 番 号 を 入 力 す れ ば 、

一 瞬 で 採 点 が で き る「 自 動 採 点 シ ス テ ム 」 も 公 開 。 新 高 ３ 生 ・ 新 高

２ 生 に 向 け た 学 習 ア ド バ イ ス に も 注 目 で す 。

　 共 通 テ ス ト の 合 否 判 定 は こ れ か ら 出 願 す る 大 学 を 選 択 す る 重 要 な

指 標 で す 。 東 進 の 「 合 否 判 定 シ ス テ ム 」 は 、 判 定 す る 大 学 数 に 限

り は な く 、 ス マ ホ で 何 校 で も 判 定 を 確 認 で き ま す 。 二 次 試 験 に 必 要

な 情 報 に も 簡 単 ア ク セ ス 。 さ ら に 、 国 公 立 大 学 ・ 私 立 大 学 共 通 テ

ス ト 利 用 選 抜 だ け で な く 、 私 立 大 学 一 般 選 抜 の 判 定 を 行 う の は 東

進 だ け 。   合   否   判   定 シ ス テ ム を 活   用 し て 、 大 学 合 格 を 掴 み 取 ろ う ！   

2 0 2 4
解 答 速 報
今   年 も

や り ま   す ！

解   答   を   掲   載 ！
  どこ よ り も 正 確 に

   ど  こ よ り も早 く

    試   験   終 了 直   後   か ら 

    情   報   更   新   開   始 ！ 

  解 答 入 力 で 一 瞬 で 

    自   動   採   点 ！ 

　 試 験 終 了 直 後 か ら 、 ど こ よ り も 正 確 に 、 ど

こ よ り も 早 く 情 報 を 公 開 し て い き ま す 。 全 体 概

観 を は じ め 、 設 問 別 分 析 、 解 説 、 新 高 3 生 ・

新 高 ２ 生 向 け の 学 習 ア ド バ イ ス を 公 開 し ま す 。

  「 自 動 採 点 シ ス テ ム 」 を 活 用 す れ ば 、 自 己 採

点 が 一 瞬 で 完 了 。 す ぐ に 次 の 行 動 に 移 す こ と

が で き ま す 。 ま た 入 力 デ ー タ を 合 否 判 定 シ ス

テ ム に 反 映 す る こ と が で き 、 判 定 結 果 を 確 認

す る こ と が   で き ま す   。

1 3 日 （ 土 ） 1 4 日 （ 日 ） 1 5 日 （   月 ） 1 6 日 （ 火 ） 1 7 日 （ 水 ）

解 答 速 報 2 0 2 4
こ ち ら   か   ら

す ぐ   に   わ   か る 判   定   で

気   持   ち を   切 り 替   え ら   れ   た

二 次 試 験 や 私 大 一 般 選 抜 に

向   け   て 最   後 ま で   集 中 で き た

出   願   校   を   す ぐ   に   決   定   で き て

第 一 志 望 校 に 突 き 進 め た

ボ   ー   ダ   ー   が   読   め   な   い   状   況   だ  っ  た   の   で   、 す  ぐ   に   結   果   の   出   る   東   進

の   判   定 シ ス テ ム は と て も あ り が た か っ た で す   。 判   定   は あ ま り 良

く な か っ た の   で   す が   、   す ぐ   結   果   を   知 る こ と が   で き た お   か げ   で   、

素 早 く 二 次 試 験 に 気 持 ち を 切 り 替 え る こ と が で き 、 結 果 、 二

次 で 挽 回 し て 合 格 す る こ と が で き ま し た 。 （ 東 京 大 学  文 科 三 類 合 格 ）

僕 は 共 通 テ ス ト が 満 足 の い く も の で は な く 、 東 進 の 合 否 判

定 シ ス テ ム で 国 立 大 学 や 併 願 校 の 共 通 テ ス ト 利 用 の 判 定

が あ ま り 良 く な い こ と を 知 り 、 現   実 を 突 き つ け ら れ た の で 、 そ

の 分 、 一 般 選 抜 や 二 次 試 験 で 挽 回 し よ う と 最 後 ま で 集 中 し

て 受 験 勉 強 に 打 ち 込 む こ と が で き ま し た 。 （ 千 葉 大 学  工 学 部 合 格 ）

合 否 判 定 が 早 く 出 る の で 、 受 験 す る か ど う か 迷 っ て い た 大

学 に つ い て の 結 論 を 早 く 出 す こ と が で き ま し た 。   共 通 テ ス ト

で 併 願 校 は 、 ほ ぼ 大 丈 夫 と い う 確 信 を 持 つ こ と が で き た の

で 、 第 一 志 望 校 の 早 稲 田 大 学 に 向 け て ひ た 走 る こ と が で き

ま し た   。 （ 早 稲 田 大 学  社 会 科 学 部 合 格 ） 利 用 者 の 声

（ 2 0 2 4   年  1   月 ）
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農 学 部

生 命 科 学 コ ー ス

作 物 園 芸 シ ス テ ム コ ー ス

フ ー ド サ イ エ ン ス コ ー ス

ア グ リ ビ ジ ネ ス コ ー ス

生 物 生 産 学 科

人 間 発 達 学 部

保 育 ・ 教 育 コ ー ス

教 員 養 成 コ ー ス

子 ど も 教 育 学 科

〒 3 7 0- 0 0 3 3 　 群 馬 県 高 崎 市 中 大 類 町   3 7- 1   T E L. 0 2 7- 3 5 2- 1 2 9 0 【 入 試 広 報 セ ン タ ー 】

保 健 医 療 学 部

看 護 学 科

理 学 療 法 学 科

薬 学 部

薬 学 科

健 康 福 祉 学 部

社 会 福 祉 コ ー ス

介 護 福 祉 コ ー ス

社 会 福 祉 学 科
医 療 コ ー ス

情 報 シ ス テ ム コ ー ス

医 療 情 報 学 科 健 康 栄 養 学 科

令 和   6   年 度 　 入 学 者 選 抜
一 般 選 抜 （ A   日 程 ）

一 般 選 抜 （ B   日 程 ）

大 学 入 学 共 通 テ ス ト 利 用 選 抜

出 願 期 間 　 1 2 / 2 2（ 金 ） ～ 1 / 2 1（ 日 ） 　 合 格 発 表 　 2 / 8（ 木 ）

出 願 ： 1 / 2 9 ～ 2 / 1 8 　 実 施 日 ： 2 / 2 9 　 合 格 発 表 ： 3 / 8

※ 詳 細 は 募 集 要 項 を ご 確 認 く だ さ い 。

前 期 ： 出 願  1 2 / 2 2   ～   1 / 2 1 　 合 格 発 表  2 / 1 5 　 中 期 ： 出 願  1 / 2 9   ～   2 / 1 2 　 合 格 発 表  2 / 2 2

後 期 ： 出 願    2 / 2 8   ～   3 /   9 　 合 格 発 表  3 / 1 8 　 ● 検 定 料 １ 万 円 で 、 最 大 ８ 学 科 併 願 可 能 ！ 　

● 一 般 選 抜   A   日 程  +  共 通 テ ス ト 利 用 選 抜 （ 前 期 ）

● 一 般 選 抜   B   日 程  +  共 通 テ ス ト 利 用 選 抜 （ 中 期 ）

１ ／ ３ １ （ 水 ） ・ ２ ／ １ （ 木 ）

併 　 　 願
パ ッ ク 割

そ れ ぞ れ 同 時 出 願 で

5, 0 0 0   円 の 割 引

試 験 日 自 由 選 択
両 日 受 験 可 能

全 国 ト ッ プ レ ベ ル の 教 育 力 、 健 康 と 福 祉 の 総 合 大 学

東 京 ( 八 重 洲 ) / 仙 台 / 水 戸 / 宇 都 宮

さ い た ま /   新 潟 /   長 野 /   松 本

本 学 の ほ か   8   会 場 に て 受 験 可 能 !

● 女 子 寮 ア リ

特 待 生 選 出

特 待 生 制 度 が さ ら に 充 実 ！ ー 特 待 生 と し て   8 4   名 選 出 ー 　 ※ 一 般 選 抜   A   日 程 で は   5 7   名

【 卒 業 ま で の 授 業 料 最 大 全 額 免 除 】 　 ※ 1   年 ご と に 学 業 成 績 等 の 継 続 審 査 が あ り ま す

・ S S   特 待 生 ( 1 0 0 %   免 除 )   ・ S   特 待 生 ( 5 0 %   免 除 )   ・ A   特 待 生 ( 2 5 %   免 除 )

● 薬 学 部 で  S S   特 待 生 に 選 出 さ れ た 場 合 、 6   年 間 で 6 6 0   万 円 免 除 し ま す 。
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世 界 が 注 目 す る 数 学 者
今 も “ 迷 い ”と と も に

歩 み 続 け る

知知 のの フ ロ ン ン テ ィ アフ ロ ン ン テ ィ ア 世 界 を 変 え る 最 先 端 の 研 究 を 紹 介研 究 最 前 線研 究 最 前 線

山
や ま

下
し た

真
ま

由
ゆ

子
こ

先 生
京 都 大 学 
理 学 部 数 学 教 室  准 教 授

P R O FI L E

1 9 9 5 年 生 ま れ 。 東 京 大 学 大 学 院 数 理 科 学 研 究 科 博 士 課 程 を   2 0 1 9 年 に 中 途

退 学 し 、 京 都 大 学 数 理 解 析 研 究 所 に 採 用 、 現 職 。  2 0 2 2 年 論 文 博 士 制 度 を 用 い

て 、 東 京 大 学 よ り 博 士 （ 数 理 科 学 ） の 学 位 を 取 得 。 非 可 換 幾 何 学 を 専 門 と し 、 数 学

と 物 理 学 と の 境 界 に お け る 場 の 理 論 の 研 究 を し て い る 。 2 0 2 2 年 、 学 術 的 プ レ ゼ ン

ス が 圧 倒 的 に 秀 で て い る と 評 価 さ れ 、 羽 ば た く 女 性 研 究 者 賞  （ マ リ ア ・ ス ク ウ ォ ド フ

ス カ ＝ キ ュ リ ー 賞 ） 第 1 回 最 優 秀 賞 を 受 賞 。

　
今 回 、 ナ ガ セ 賞 特 別 賞

に 輝 い た の が 、 京 都 大 学で 数 学 の 研 究 に 取 り 組 む山 下 真 由 子 先 生 だ 。 数 学の 幾 何 学   ・   ト ポ   ロ ジ ー と いう 分 野 で 、 特 に 理 論 物 理学 と 関 連 し た 研 究 （ 数 理物 理 ） に 取 り 組 ん で い る 。幾 何 学 ・ ト ポ ロ ジ ー と は 、中 高 ま で で 扱 う 平 面 図 形や 立 体 図 形 を 発 展 さ せ た分 野 で あ る 。 そ の 中 で も代 数 ト ポ ロ ジ ー と よ ば れる 分 野 を 専 門 と し て い る 。　
高 校 時 代 に 数 学 オ リ ン

ピ ッ ク に 出 場 し て 銀 メ ダル を 受 賞 し た 経 歴 を 持 つ山 下 先 生 は 、 数 学 の 魅 力を こ う 説 く 。   「 数 学 は 、 見た 目 は 異 な る 現 象 で も 同じ 公 式 で 説 明 が で き た り 、複 雑 に 見 え る 現 象 で も シ

ン プ ル に ひ も 解 く こ と がで き た り す る 点 が 、 大 きな 魅 力 で す 」　
最 近 で は 、 物 理 学 者 と

共 同 研 究 を 行 い 、 数 学 を使 っ て 物 理 学 の 問 題 を 研究 し た り 、 物 理 学 か ら 生ま れ た 数 学 の 問 題 を 研 究し た り し て い る 。 山 下 先生 の 研 究 が な ぜ 物 理 学 と関 係 す る の か と い う と 、   近年 、 物 理 学 （ 素 粒 子 、 物性 な ど ） に お け る 分 類 問題 に 対 し て 、 代 数 ト ポ ロジ ー が 有 用 だ と わ か っ てき た か ら だ 。   そ し て 今 、   注目 を 集 め て い る 分 野 で もあ る 。　 「 そ も そ も 数 学 を 好 き にな   っ   た の は 、   小 学 生 の 頃 に夢 中 に な っ た 数 独 や パ ズル の 存 在 で す 。 算 数 は 得

　
数 学 オ リ ン ピ ッ ク で は

銀 メ ダ ル を 受 賞 、 今 、 研究 者 と し て 国 際 的 な 賞 の受 賞 も 続 く が 、 自 信 の ない 性 格 に 変 わ り は な く 、迷 い の 連 続 だ と 語 る 。 しか し 、   「 数 学 に 助 け ら れ てい る 」 と い う 思 い は 日 々強 ま っ て い る 。　
「 数 学 は 基 本 的 に は 一

人 で 考 え る 時 間 が 多 い ので 、 ず っ と 一 人 で 考 え てい る と ＂ 井 の 中 の 蛙 ＂ にな り が ち で す 。 し か し 今は 、 数 学 を 介 し て 物 理 学を は じ め と す る 異 な る 分野 の 研 究 者 と 共 に 考 え るこ と で 、 新 し い 視 点 を もら う こ と が よ く あ り ま す 」　
数 学 の 研 究 は 、 社 会 の

発 展 に ど の よ う に つ な がる の だ ろ う か 。   「 知 的 好 奇

心 と い う の は 人 間 の 基 本的 欲 求 で あ り 、 私 を 含 めた 多 く の 数 学 者 は そ れ を追 求 し 、 純 粋 な 学 問 的 興味 か ら 研 究 を 行 っ て い るは ず で す 。 そ れ ら は す ぐに は 役 に 立 た な い こ と が多 い で す 。   た だ 、   数 十 年   ・数 百 年 後 に 私 た ち が 現 在思 い も つ か な い 形 、 ま だ姿 も 名 前 も な い 何 か で 応用 さ れ る か も し れ ま せ ん 」　
幼 い 頃 に 数 独 や パ ズ ル

を 楽 し ん で い た 同 じ よ うな 気 持 ち で 、 今 も 数 学 に取 り 組 ん で い る 山 下 先 生は 、   「 高 校 生 の 皆 さ ん も 受験 勉 強 の 枠 を 超 え て 、 自分 の 興 味 の あ る こ と を 追求 し て ほ し い 」 と メ ッセ ー ジ を 送 る 。   「 私 も 日 々迷 い な が ら わ か ら な い こと に 立 ち 向 か っ て い る とい う 点 で は 、 皆 さ ん と 一緒 だ と 思 っ て い ま す 」 意 で し た が ＂ 好 き ＂ だ とい う 感 覚 は あ り ま せ ん でし た 。 そ の 思 い が 大 き く変 容 し た の が 、 高 校 時 代に 挑 戦 し た 国 際 数 学 オ リン ピ   ッ ク で し た 」   。 た ま たま 数 学 オ リ ン ピ ッ ク の 過去 問 を 解 い て み た ら 、 最初 の 数 問 を 解 く こ と が でき た 。 こ の 数 問 の 正 解 をき   っ   か け に   ＂ 私 も 挑 戦 で きる か も し れ な い ＂   と 思   っ   た 。　 「 数 学 オ リ ン ピ   ッ ク に は 、同 じ よ う に 数 学 に 魅 せ られ た 同 年 代 の 人 が い て 、天 才 の よ う に 思 え た 人 も難 し い 問 題 に は 悩 ん だ り間 違 え た り す る 姿 に 、   ＂ 同じ 生 身 の 人 間 な ん だ ＂ と感 じ る よ う に な り ま し た 」   。そ し て そ れ は 手 が 届 く はず が な い と 思   っ   て い た   「 数学 」   の 世 界 に 挑 戦 す る 、   大き な 後 押 し に な   っ   た 。

◀ 山 下 先 生 の 研 究 室 が あ

る 京 都 大 学 北 部 構 内 。 理

学 部 の ほ か に 農 学 部 や 大

学 院 、 そ の ほ か 研 究 施 設

が あ る 。

き   っ   か け は 数 独 や   パ   ズ   ル幼 い 頃 の 興 味 が 原 点

東 進 を 運 営 す る ㈱ ナ ガ セ か ら 、 最 先 端 の

分   野   で さ ら な る   飛   躍   が   期   待  さ れ   る   若   手   研

究 者 に 毎 年 贈 ら れ る 。 日 本 の 未 来 を 拓 く

研   究   者   の   サ   ポ   ー ト  を 目  的  と し   た  フ  ロ  ン   テ  ィ

ア サ ロ ン 財 団 の が 選 考 を 行 い 、 最 優 秀

賞 に は 賞 金 3, 0 0 0 万 円 、 特 別 賞 に は 賞 金

1, 5 0 0 万 円 、 そ れ ぞ れ 高 校 生 の た め の 特

別   講   義 の   機   会 と 賞   状 が   授   与 さ れ る 。

2 0 2 3 年

ナ ガ セ 賞
特 別 賞

受 賞

“ 数 学 に 助 け ら れ て   い る ”
日    々  強 ま る 思 い

▶ 共   同   研   究   の た め 、 数

学 以 外 の 分 野 の 専 門 書

も 日  々 読 み 込 ん で い る 。

S CI E N C E 
S E MI N A R
サ イ エ ン ス セ ミ ナ ー
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志 望 校 合 格 を 目 指 す 生 徒 と そ の ご 父 母 の た め の 大 学 進 学 情 報 紙

T o s hi n  Ti m e s    2 0 2 4   年  1   月  1   日 発 行  　 第 三 種 郵 便 物 承 認  定 価  1 5 0   円 　 　 　 　 3 1 6 9 0 2 3 4
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栗 田  杏 子
海 老 根  幸 佑
室 賀  政 幸

 

次 号 の T O S H I N  T I M E S は
2 月 1 日 （ 木 ） 発 行 予 定 で す 。

ハ ッ キ リ 言 っ て 合 格 実 績 が 自 慢 で す !! 大 学 受 験 な ら 、

1 9 0 大 学 の 過 去 問 を 無 料 で 閲 覧 で き る ！
ス マ ホ で 東 進 ド ッ ト コ ム に 今 す ぐ ア ク セ ス ！
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<   デ ー タ に つ い て   >
１ ．  デ ー タ の 対 象 ： 2 0 2 2   年  1   月 実 施 「 共 通 テ ス ト 同 日 体 験 受 験 」 受 験 者
 ① ５ 教 科 ７ 科 目 ： 文 系 型 ・ 理 系 型 ど ち ら も あ る 受 験 者 は 得 点 率 の 高 い 方 を 採 用
 ② ３ 教 科 ３ （ ４ ） 科 目 ： 文 系 は 英 国 地 歴 公 民 （ 公 民 は 政 経 の み ）5 0 0   点 満 点 、
 理 系 は 英 数 理 理 （ 地 学 を 除 く ）6 0 0   点 満 点 。 文 系 型 ・ 理 系 型 ど ち ら も あ る 受 験 者 は 得 点 率 の 高 い 方 を 採 用
２ ．  対 象 大 学 ： 難 関 国 立 大 （ 東 京 大 学 、 京 都 大 学 、 北 海 道 大 学 、 東 北 大 学 、 名 古 屋 大 学 、 大 阪 大 学 、 九 州 大 学 、 東 京

工 業 大 学 、 一 橋 大 学 、 神 戸 大 学 、 全 国 国 公 立 大 学 医 学 部 医 学 科 ） 一 般 選 抜 、 早 慶 （ 早 稲 田 大 学 、 慶 應 義 塾 大 学 ）
一 般 選 抜 、 早 慶 は 難 関 国 立 受 験 者 を 含 む 。

資   料 １

資   料 ２

　
資 料 １ の グ ラ フ は 、 昨

年 度 の 難 関 国 立 大 ・ 早 慶の 合 否 別 に 、 入 試 一 年 前の 高 ２ の １ 月 に 受 験 生 と同 じ 問 題 に 挑 戦 し た 「 共通 テ ス ト 同 日 体 験 受 験 」の 得 点 を 比 較 し た も の であ る 。　
こ れ に よ る と 、 難 関 国

立 大 合 格 者 の 平 均 は ９ ００ 点 満 点 中 ５ ３ ５ ・ ３ 点 、不 合 格 者 は ４ ８ ４ ・ ５ 点と

5 0・ ８ 点 の 差 が あ っ た 。

私 大 最 難 関 の 早 慶 文 系 の場 合 は 、 合 格 者 平 均 が ５０ ０ 点 満 点 中 ３ ３ ３ ・ ９点 、 不 合 格 者 は ２ ８ ６ ・５ 点 と

4 7・ ４ 点 の 差 、 早

一   年 前 に 受 験 生 平 均 点 を 突 破 ！年 明 け か ら ス タ ー ト ダ   ッ シ   ュ   ！

こ
こ
ま
で

こ
こ
ま
で
違
う

違
う
！！！！

合
格
率

合
格
率
がが

高 ２ 生

必 見 ！
高 ２

の
１ 月

、１ 年 前

の
共 通 テ ス ト 完 成 度

で

早 慶 文 系 （ 難 関 国 立 受 験 者 含 む ）（ ５ ０ ０ 点 満 点 ）

早 慶 理 系 （ 難 関 国 立 受 験 者 含 む ）（ ６ ０ ０ 点 満 点 ）

難 関 国 立 大 （ ９ ０ ０ 点 満 点 ）

不 合 格 合 格不 合 格 合 格

不 合 格 合 格

5 5 0

5 2 5

5 0 0

4 7 5

4 5 0

4 0 0

3 5 0

3 0 0

2 5 0

4 0 0

3 5 0

3 0 0

2 5 0

4 8 4. 5

5 3 5. 3

5 0. 8 点 差5 0. 8 点 差

2 7 6. 1

3 5 2. 3

2 8 6. 5

3 3 3. 94 7.4 点 差4 7.4 点 差

7 6 .2 点 差7 6 .2 点 差

（ ％ ）

5 0 ％ 未 満 5 0 ％ 以 上
6 0 %   未 満

6 0 ％ 以 上
7 0 %   未 満

7 0 ％ 以 上
8 0 %   未 満

8 0 ％ 以 上

1 0 0

8 0

6 0

4 0

2 0

0

1 9. 3 ％

3 5. 3 ％
4 4. 9 ％

6 9. 7 ％
8 3. 0 ％

合 格 率

得 点 率

　
２ ０   ２ ４ 年 １ 月 、 新 し   い 年 の   は じ ま り と と も に 、 受 験 生 が

大 学 入 学 共 通 テ   ス   ト   に 臨 む 。 先 輩 た ち の 姿 を 見 て 、 高 ２ 生 は一   年 後 に 向 け て 、 自 ず と 気 が 引 き 締 ま る 時 期 だ ろ う 。　
そ こ で 今 回 は 、 高 ２   の   １ 月 時 点 の 成 績 が 合 否 に ど の よ う な

影 響 を お よ ぼ す の   か を 昨 年 度 の 受 験 生 の デ   ー   タ を も と に 検 証し た 。 早 速 、 紹 介 し よ う 。

難 関 国 立 大 ・ 早 慶 　 合 否 別
入 試 一 年 前 （ 高 ２ の １ 月 ）  共 通 テ ス ト 得 点
─  一 年 前 に 受 験 生 平 均 点 の ６ 割 を 突 破  ─

入 試 一 年 前 （ 高 ２ の １ 月 ）  共 通 テ ス ト
得 点 グ ル ー プ 別 （ 9 0 0   点 満 点 ）  難 関 国 立 大 合 格 率

慶 理 系 で 、 合 格 者 平 均 が６ ０ ０ 点 満 点 中 ３ ５ ２ ・３ 点 、   不 合 格 者 は ２ ７ ６   ・１ 点 と

7 6・ ２ 点 差 が あ っ

た 。 合 格 グ ル ー プ は 一 年前 で 受 験 生 平 均 と 言 わ れる ６ 割 ほ ど の 得 点 を し てい る 。 こ れ は 一 つ の 指 標と な る だ ろ う 。　
難 関 国 立 大 や 早 慶 で も

合 否 を 分 け る の は 、 基 礎力 だ 。 ま ず は 受 験 科 目 の基 礎 を い ち 早 く 完 成 さ せた い 。 学 習 の 成 果 を 把 握す る た め に 「 共 通 テ ス ト本 番 レ ベ ル 模 試 」 に 定 期的 に 挑 戦 し よ う 。

　
資 料 ２ は 、 同 じ く 高 ２

の １ 月 に 受 験 し た 「 共 通テ ス ト 同 日 体 験 受 験 」 の得 点 グ ル ー プ 別 に 、 難 関国 立 大 の 合 格 率 を 比 較 した も の で あ る 。　
５ 教 科 ７ 科 目 で

8 0％ 以

上 得 点 で き て い れ ば 、 合格 率 は

8 3・ ０ ％ で あ っ た 。

そ し て 、 得 点 率 が 低 く なれ ば な る ほ ど 合 格 率 は低 下 し 、 得 点 率

5 0％ 以 上

6 0％ 未 満 で は 合 格 率

3 5・

３ ％ に 留 ま っ て い る 。 いか に 早 く 共 通 テ ス ト レ ベ

合 格 率

8 0％ の

盤 石 な 力 を つ け よ う

ル を 固 め 、 演 習 を 重 ね られ る か が 重 要 だ 。　
そ の た め に 大 切 な の は 、

今 の 自 分 を し っ か り 知 るこ と 。 高 ２ 生 、 高 １ 生 は 、今 月

1 3・

1 4日 に 行 わ れ る

「 共 通 テ ス ト 同 日 体 験 受験 」 を 受 験 し て 、 自 分 の実 力 を 把 握 し て ほ し い 。２ ０ ２ ５ 年 か ら の 新 課 程用 に 「 情 報 Ⅰ 」 や 新 し い傾 向 に も い ち 早 く チ ャ レン ジ で き る 。 志 望 校 合 格へ の ス タ ー ト ダ ッ シ ュ を切 ろ う ！

日 本 一 の 東 大 現 役 合 格 実 績 に は 、 秘 訣 が あ る 。 詳 し く は 東 進 ド ッ ト コ ム へ 。


